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「森・海・いのちの営みに学ぶ～仕事の連鎖、百年の展望～」 

日時 2008 年 12 月 20 日（土）13:30～17:00 

場所 富山タワー111（インテックビル）スカイホール 

 
特別企画 「日本の四季、日本の心を歌う」 

上市町在住のバリトン歌手、内山太一氏の独唱でオープニングに彩りを添えていただいた。ピア

ノ伴奏は内山節子氏。演奏曲目は以下のとおり（ただし、各曲１題目のみメドレー形式にて）。 

 

一 朧月夜    作詞 高野 辰之 作曲 岡野 貞一（文部省唱歌） 

1914（大正３）年６月、『尋常小学唱歌（六）』に掲載された文部省唱歌です。日本の田園風

景をつづった格調高い歌で、かの唱歌の傑作『故郷』を世に送り出した高野・岡野コンビの代表

曲でもあります。戦後になって作詞者が明らかになりましたが、高野の生家、長野県長峰地区の

風景を歌ったと言われています。また、鳥取市の岡野の生家のそばには音楽碑があります。 

 

二 われは海の子 作詞 宮原 晃一郎 作曲 未詳（文部省唱歌） 

1910（明治 43）年『尋常小学読本唱歌』に掲載された６年生の文部省唱歌です。海をテーマ

とした有名な唱歌で、かつては７番まであり、ラストは海洋国・日本を軍艦で守るのだという内

容でした。1943（昭和 18）年の『初等科音楽四』まで掲載が続きましたが、1947（昭和 22）年

版以降は４番以下が削除されました。 

 

三 里の秋    作詞 斉藤 信夫 作曲 海沼 実 

1941（昭和 16）年に『星月夜』としてつくられた作品で、戦後軍事色の強い３番をつくり変

えて現題とし、1945（昭和 20）年 12 月、ＮＨＫラジオ『外地引き揚げ同胞激励の午後』の中で、

川田正子が歌い全国に向けて放送されました。放送直後から多くの反響があり、翌年に始まった

ラジオ番組『復員だより』の曲として使われました。 

 

四 冬の夜    作詞・作曲 未詳（文部省唱歌） 

1912（明治 45）年、『尋常小学唱歌（三）』に発表された文部省唱歌です。冬の雪国に暮らす

両親と子どもの姿を描き出した歌で、ともしび、縫い物、囲炉裏という、もはや今の日本では消

えつつある文化が象徴的に並べられています。きたるべき春を語る母、かつての戦争の功労を語

る父、そして外は吹雪という対比が叙情的な雰囲気を醸し出しています。 

 

五 赤とんぼ   作詞 三木 露風 作曲 山田 耕作 

三木露風が北海道函館附近のトラピスト修道院において講師をしていた頃、幼少時代に見た赤

トンボの風景や自分を背負った子守娘を思い出して描いたものとされています。1921（大正 10）

年８月、『樫の実』に詩が発表され、1927（昭和２）年『童謡百曲集第二集』で山田耕作が曲を

付け、1931（昭和６）年にレコード化されました。1947（昭和 22）年版では３番が削除されま

した。 
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第一部 基調講演 

「仕事とは何か、そしてどう変わってきたのか～山里の暮らしからの考察～」 

講師 内山 節 氏（哲学者 立教大学院教授） 

 

 ご紹介いただきました内山です。仕事の話をしようということにな

りますと、ご承知のように今日は大変厳しいいろいろな条件下にあっ

て、毎日ニュースを見ると、派遣労働者が解雇された等々の話が出て

いるような時代になってまいりました。今日はその話をしようと思っ

てきたわけではないのですけれども、私たちももう一度覚悟をし直さ

ないといけない時代に入ってきているような気がいたします。それと

ともにもう一度、大元のところからわれわれにとって仕事とは何だっ

たのかということを問い直していかないといけないという時代でもあ

るような気もします。これから、多分来年（2009 年）はもっとひどくなっていくのでしょう。緊急

事態が発生したような状態ですから、早急に打たなければいけない対策は数々あるのですけれども、

同時に根本から考え直していかないと、こういうことがこれからも繰り返し発生していくという時

代でもあろうかという気がしています。 

 私のレジュメの最初に、「労働の目的は自己実現なのか」という書き方をいたしましたけれども、

近年は自己実現という言葉が随分いろいろなところで使われてきたような気がいたします。これは

本当に疑ってみなければいけないなと思っているのですけれども、現在の世界の経済の混乱でも、

自己実現を目指した人たちが国際的な金融市場を作り上げて、それが今は破綻してきているという

のでしょうか。ニュースなどでも明らかなように、アメリカの金融機関の社長、会長を歴任した人

というのは、この数年間だけで年俸が延べ 500 億円という人もいたわけです。自己実現をしてきた

ことは確かといいましょうか、しかし、本当にこれでは、個人の自己実現が世界に多大なる迷惑を

かけるという現実もまた作り出してしまったわけです。 

 労働の目的は、個人が何かを目的としてやることだったのだろうかという、根本にはこの問題が

あるような気がいたします。そうではなくて、一つの社会の中で一人一人が役割を果たしていくと

いう側面の労働がだんだん忘れられてきている。個人の目的を成し遂げていくというのが労働だと

いう、時代の在り方そのものが問い直されなければいけないときにきているような気がしています。 

 先ほど紹介いただきましたけれども、私は 40 年も近く前に、正確にはあと２～３年たつと 40 年

ですが、そのころに群馬県の上野村という所に魚釣りに出かけていきました。小さいころから魚釣

りを趣味にしており、二十歳ぐらいからはヤマメとかイワナという釣りにほとんど特化されたよう

な釣りをしていましたので、上野村にもそんな感じで参りました。 
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 上野村といっても分からない方がほとんどだと思うのですけれども、８月になると日航機が落ち

たというニュースが必ず出てくる村です。ニュースでご覧になっているかと思いますが、大変な山

の中で、村中に水田が一枚もないという村ですので、山村の中でも水田が全くないというのはかな

り珍しい村ではないかなという気がいたします。ただし、それほど貧しい村だったわけではなくて、

昔は養蚕を中心にして結構裕福とは言わないけれども、それなりにしっかり暮らしてきた村でもあ

りました。貧しいという話をするなら、今が一番貧しいかもしれないという村でもあります。 

 ちなみに人口が 1500 人ほどの小さい村です。昨今の市町村合併の話も、うちの村自身は合併する

気が全くない村で、私も村におりまして、合併しようという話を聞いたことがないので、ほとんど

村の満場一致で合併はしないというので、今でもそういう方向で頑張っている村でもあります。 

 この村で私もいろいろなことを教えてもらったのです。その中には畑の作り方とか、山の木の切

り方とかもありますけれども、物の考え方でもいろいろなことを教わりました。その一つに村の人

たちが毎日何気なく使っている言葉に「仕事」と「稼ぎ」という言葉があって、この「仕事」と「稼

ぎ」とが明確に分けられているということに気が付いて、何を基準にして分けるのかということを

村の人たちに随分質問して教えてもらったことがありました。 

 実は非常に簡単なことで、村の暮らしを作っていく上でそれぞれが役割をこなしていくものが「仕

事」である。だから、「仕事」の中にはお金になる仕事もあるけど、お金にならない仕事もあって、

例えば畑仕事とか山仕事とかいうことになりますと、出荷したりすれば幾らのお金になってくる。

ところが、こちらでも農山村に行けばあると思いますけれども、村では結（ゆい）のような形でみ

んなで道を直したり、いろいろなそういう仕事もあります。これもまた「仕事」で、当然ながらお

金には一切ならない仕事です。 

 それから、各集落ごとに定期的、または課題がある時に寄り合いを持って会合を開き、方針を決

めます。僕のところですと正月の１日に第１回の会合があって、そこで１年間の基本方針を集落で

決めるのです。こういう寄り合いも村を守っていく上で欠かすことのできない仕事ですから、やは

り「仕事」といわれます。 

 あとは隣のうちにちょっと困っている方がいる。だから、ちょっと応援に行くというのも「仕事」

です。今だとボランティアとか助け合いとか、いろいろな言葉で言われるようなものも含めまして、

村にはいろいろな「仕事」がある。その「仕事」は自分たちの地域社会を守っていこうとするとき

にいろいろな役割があって、その役割の中に畑仕事があったり、時には結（ゆい）でみんなで道を

直したり、それから、時には隣近所で助け合ったり、そういうようなことを総称してうちの村では

「仕事」と呼んできています。 

 それに対して「稼ぎ」は何かといいますと、「稼ぎ」の場合は言葉どおり稼ぐことが目的というこ

とです。ですから、収入が動機になって行うものです。これは地域が単位なわけではなくて、各家々
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が単位といいますか、あるいは各個人が単位といいますか、自分の生活を作っていく上で少し稼が

なければいけないからという動機で行われていくのが「稼ぎ」です。 

 うちの村では「稼ぎ」も決して軽視はされていないわけで、「稼ぎ」も大事だからしっかりやらな

ければいけないといわれているのですけれども、やっぱり「仕事」よりは少し地位が低いといいま

すか、「仕事」はもっと大事なものといわれてきました。当然ながら、ある程度「稼ぎ」がないと生

活が成り立たなくなりますし、生活が成り立たなくなれば村から出ていく人たちも増えてしまいま

すから、「稼ぎ」もしっかりしよう。これは決して軽視はしない。でも、それ以上に「仕事」はしっ

かりしないといけない。「仕事」が壊れていくと、村という地域社会が次第に壊れてしまうというの

が私たちの村の基本的な考え方みたいなものでもあります。 

 ただし、非常に微妙なものはたくさんあって、例えば「畑仕事」があるのですが、同時に「畑稼

ぎ」というのがあって、外から見ていますと同じことをやっている。土を耕して、種をまいてとい

うことをしているわけですから、同じことをやっています。ただ、村にいるとその違いは明確に分

かってきて、村の暮らしの中で昔から畑を耕しながら生きてきた。こういうものを大事にしながら

村の暮らしを作っていくという、これが「畑仕事」なのです。 

 それに対して「畑稼ぎ」の方は収入が出発点になって、この畑から例えば 100 万円の収入を上げ

ようと考えた。そうすると、どういう農業をしたらいいかというのを考える。うちの村ですと、多

少収入になる農業関係だと、これを農業といっていいかどうか分かりませんが、一番大きい収入は

キノコ栽培です。二つ目はプラムなどの若干の果樹栽培があります。三つ目に夏の切り花栽培とい

うのがあって、お盆のころによく菊の花などを出荷しています。ちょっと標高が高くて寒いですの

で、気候的にはそのころに菊を出荷するのに比較的適しているということでもあります。 

 だから、畑を使っている農業ですと、「畑稼ぎ」としては大体切り花栽培が中心になっている。そ

うすると、当然ながらこれは高く出荷されなければいけませんから、栽培の仕方もどうやったら高

く売れるかというのを基本に置いた栽培の仕方になっていきます。特に切り花というのは、うちの

村もたくさん作っているからあまり悪いことは言いたくないのですけれども、当然ながら切り花は

花屋さんから買ってきて、切ったりして活けます。切り花を触ったらすぐ手を洗いましょうと言い

たくなるぐらい農薬を使っております。 

 これは食べ物ではありませんので、大量に使っているといいますか、なぜそんなに使わなければ

いけないのかといいますと、例えばアブラムシが付いて葉っぱに一つ茶色い点の染みが１個できた

り、あるいは葉っぱの端っこにちょっと枯れたような部分が１ミリぐらいできたり、そんなことが

起きただけで価格は 10 分の１ぐらいに低下しますので、きれいな真っ青な葉っぱが全部付いていな

いといけないという条件があります。ですので、毎日農薬を散布するという農業です。耕作面積が

狭いからいいですけれども、もし大規模にやったら別の問題が発生すると言いたくなるような農業
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でもあります。 

 それから、首の長さというのですけれども、最後の葉っぱと花との間の茎の長さが長すぎても安

くなりますし、短すぎても安くなりますので、適切な長さで花が付いていないと出荷価格は大変ダ

メージを受ける。これはホルモン剤を使って調整をいたします。ですから、成長促進ホルモンを使

うか、抑制ホルモンを使うかという工夫をしながら、まさに一番高い値段で売れる切り花を作りま

す。そういうものですから、間違っても菊の葉っぱが余ったからお浸しにして食べようなんていう

のはとんでもない話で、むしろ触ったら、活けたらすぐきれいに手を洗いましょうと言いたくなる

ぐらいのものです。 

 結局、「畑稼ぎ」ですから、収入が動機になって、その目的の収入を上げようとすると勢いそうい

う農業になっていくということです。私たちはそれを否定はしていなくて、先ほどから言っている

とおりです。そうやって多少でも収入があるから地域社会が維持できているという一面があります。

それから、また、広大な面積の中の点のような形でしか行われておりませんので、「まあ、いいか」

ということになっているのですけれども、「稼ぎ」というのはそういう面ももっているのです。 

 それに対して、「畑仕事」は地域とともに自分の役割をこなしていくように農業をやることですか

ら、そんなむちゃくちゃな農業はやりませんし、また、地域に適したもの、自然に適したものを作

りながら、こちらの方は仕事とともに会話があったりする。村におりますといつもそうですけれど

も、「今年はどうだ」という話をみんなでやり合いながら、まさに地域とともにある農業といいます

か。こちら側が「畑仕事」ですから、村におりますと「仕事」と「稼ぎ」の区別はかなり明確に見

えてきます。 

 私がこの「畑仕事」「畑稼ぎ」というのを聞いていて、これが区別できる社会だということがいい

なという気がいたしました。都市部の仕事でも自分の役割をこなしていくという部分と稼ぐという

部分の両方が間違いなくあるのだと思うのですけれども、その境界線がだんだん見えなくなってい

る。それからまた、今日のニュースになっている派遣の人たちを見ても分かるように、「仕事」とい

う部分がほとんど消えてしまっていて、「稼ぎ」しか存在しない労働といいますか、そういうものも

また大量に発生してきている。ここをはっきり見分けながら生きていくことができるというのは、

とてもいいような気がしています。そういうことを村で教わったりしながら考えていきますと、現

代社会、あるいは近代・現代社会と言った方がいいのかもしれませんが、その労働というのはある

種異常さを持っているような気がしてきます。 

 私も村で、150 坪ぐらいですから坪で言った方がいいのですけれども、農業をやっております。

150 坪というとちゃんとした農村に行けば笑われてしまうのですが、うちの村の方では耕地が本当

に少ないですから、そんなに笑われるほど狭い面積ではございません。時々畑に出ておりますと、

村の人が横を車で通ってぎゅっと止まって、「ここでおたくはやっていたのかい」なんて言いながら
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のぞいていったりする。１年に一度ぐらい「おたくは随分手広くやっているね」と言われることが

あってびっくりしますけれども、うちの村というのはそんなところがあります。 

 僕のところは出荷しているわけではありませんので、自分が食べる分とあとは友人にあげたりす

るような使い方の農業です。そうすると、例えば夕方に家に戻るときにネギを１本か２本抜いて、

これをおかずにしようということになったりします。東京でしたらスーパーで例えばネギを買って

きて、家に持ち帰ってから料理が始まるのですけれども、村ですと畑から引っこ抜いたところから

料理が始まったという感じもする。しかし、そもそもネギを作っている期間が、ネギは２年近くか

かりますけれども、ネギの種をまいたときから実は料理が始まっているという言い方もできて、一

体どこが労働で、どこが消費とか、生活領域なのか、ほとんど区別がつかないというのが現実でも

あります。 

 例えば僕のうちのすぐ庭のわきが山になっていて、それが都合のいいことに自分の山になってい

ますので、山の入口にタラの木なんかを植えたりして、これは当然ながら春に採るためのものです。

あるいはワラビもそこにちょっと植えたりして、山ウドも植わっていますけれども、手軽に採れる

ようにしているのです。そうすると、植えるときから、これは自分で食べようと思って植えている

わけですから、植えて、食卓に上がる作業が一連のものといいますか、もともと労働というのはそ

ういうものだったのだろうという気がいたします。 

 上野村というのは群馬県ですけれども、群馬県では明治になって富岡製糸場という官営製糸場が

できて、近代産業が芽吹いてきます。そのときに群馬県では農民の指導者といわれた人たちが何人

か発生してきて、その人たちが明治期の群馬の農民を引っ張ったといいますか、そういう時代があ

りました。そのときにその指導者たちが共通して言っていた言葉が、「労働と生活は一体でなければ

いけない」ということでした。だから、農民は勤めに出てはいけないということを盛んに指導者と

して主張したのです。 

 だけれど、それで生活ができなくなってしまったのではしょうがありませんので、どうやって農

業に付加価値を付けて、家内工業的な要素を含めて収入を確保していくか。群馬県というのは養蚕

地帯ですので、それは高品質な生糸をどうやって作るかという運動ともなっていったのですけれど

も、ともかく農民というのは自分のうちから離れてしまってはいけないのだ、離れてしまうと、労

働と生活が分離して、それは家族の在り方も変えていくし、いろいろなものを変形させていって、

結局、農村を壊してしまうことになるということを盛んに主張した指導者が何人も発生してきまし

た。 

 村にいるとこの人たちの言ったことがよく分かるような世界がまだあって、労働と生活が離れて

いないといいますか、結局、こういうのを見ながら、私たちが労働とは何だったのだろうかという

のを考えると、何かを作り出していくというさまざまな労働があったのではないかという気がして
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まいります。実は労働はどんな規定を加えてもいいのです。なぜかというと、労働という意味が定

まったから始まったのが労働ではなくて、労働は人間の発生とともにもうやっていたわけです。や

っていたものをどう見ていくかということが労働の考え方ですから、労働とは何かというのはどん

な答えを作っても構わないのです。 

 そういう視点で考えてみますと、私自身は労働とは何かを作り出す行為という単純な規定が一番

ふさわしいような気がしています。そういう規定をなぜするかというと、そうすると私たちの労働

というのは非常に大きいものだということに気が付いてまいります。だから、家の中でも常に何か

を作り出していく。それは夕飯を作るということでもありますけれども、それだけではなくて、家

族という人間関係、それ自身が絶えず再生産されているわけです。その家族を作っていく、絶えず

作り続けられていくという、これもまた一つの労働です。また、地域社会では地域を作るという労

働があります。これは都市部では大変弱くなってしまいましたけれども、伝統的な農山村、漁村に

行けば今でも続いているような地域を作る労働というのがいろいろな形で展開している。 

 時には自然を作るという労働もあってもいいし、それから、もっと言ってしまえば、さまざまな

人間関係を作っていくというのも一つの労働だと僕は思っていますので、友達関係でもいいし、そ

ういう絶えずいろいろなものを生み出しながら私たちは生きてきた。そこに一連の労働の流れみた

いなものが、あるいは労働の体系があって、その体系の在り方は地域によって異なるものがあった

けれども、その中にいろいろな労働があってこそ全体の労働の世界があったのだという気がします。 

 ところが、近代になってきて、近代産業が発生してくると、いわゆる経済的な意味で生産的な労

働といわれたもの、つまり、市場において価値を生み出す行為、それだけが労働として特化されて

しまって、それ以外のものが労働から抜け落ちてしまった。そのことが果たしてどうだったのかと

いうことも、もう一度問い直していいような気がしています。 

 そういうことを考える上で、私は「広義の労働」と「狭義の労働」という言葉を使っていて、い

ろいろなものを作り出していく幅の広い、大らかな労働の世界を「広義の労働」と呼んでいて、そ

れに対して今の市場で価値を生み出されるような経済的労働を「狭義の労働」と呼んでいます。だ

から、「狭義の労働」を否定しているわけではないのですけれども、「広義の労働」に包まれて、そ

の一つに「狭義の労働」があったのが昔のかたちだった。それは上野村でいえば、「仕事」の世界が

あって、しかし、「稼ぎ」の世界もあったといいますか、それと同じことだという気がします。 

 ただ、現在になってきますと、私たちは「狭義の労働」の部分だけに頼って生きるようになって

きている。それが破滅していくと大変なことになってしまうという時代を迎えたような気がしてい

ます。やはり私たちは今の時代の内部に生きておりますので、そうするとこの時代に起きているこ

とが普通のことといいますか、当たり前のことと感じられたりします。ただ、もう少し大きい視野

で物事を見ていこうとしたとき、これは果たして当たり前なのかということは絶えず問わなければ
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いけないような気がしております。 

 私は最近、宮大工さんといわれる人たちとも親しくしているのです。例えば法隆寺というお寺が

ある。あそこの講堂ですけれども、大体 700 年ごろの創建ですから、1300 年ちょっと前ぐらいに建

てられたという木造建築です。これは木の力がすごいなということも確かにあるのですけれども、

木造建築が長期にわたって続いていけたのは木の持っている力だけではないのです。というのは、

木造建築は繰り返し補修をしていくことによって続いていくのです。 

 ああいう国宝級の建物がどんなふうに維持されていくかといいますと、200 年から 300 年に一度

ぐらい完全に分解してばらばらにします。木造建築の良さというのは全部分解できるというところ

にあって、柱も土も壁も全部壊して、全部本当にばらばらの部品にしてしまいます。土は崩したと

きに全部集めておいて、もう一度練り直して再利用するのです。分解しますので、一本一本の木を

全部吟味して、もし取り替えた方がいい木があると、同じ質の木を持ってきて、それを取り替える

という作業をします。近年では唐招提寺がそれをやりました。昨年(2007 年)あたりは唐招提寺がな

かったといいますか、全部分解されていた。ほぼ修復が終わりましたのでそろそろ形は元に戻って

いますけれども、そんな状況になっています。 

 それとは別に 50 年から 100 年ぐらいなのですが、分解はしないけれども、宮大工さんたちが入り

まして外から見るといいますか、それで見て、ちょっと傷んでいるところがあると、そこを修復し

たり、取り替えたりいたします。ただし、この場合には分解しておりませんから、柱を１本変えて

しまうということはできないのです。どうしても柱の下の方が腐ってきているなんてことがありま

すと、両側から少し持ち上げておいて、下だけを切って継ぎ足すといいますか、そんな形の修理を

することもあります。 

 ついこの間、僕は京都に行ったのですけれども、ちょうど東本願寺がその時期に来ていて、修理

中の建物をのぞかせてもらったのですが、ほとんど問題はなかったということのようです。ただ、

一本腐っている梁があって、宮大工さんが補修材を当ててちょっとごまかして修理していました。

分解しませんから、それは交換できないのです。ですから、当てて修理をしていく。これで間違い

なく 100 年は持つので、次の 100 年目にもう一度これを点検していく。そのときにこれがまだ難し

いということだったら、もう一度補強しておく。その次の 100 年後が分解修理になるので、最初か

ら 300 年後になるのです。200 年後にもう一度分解をするので、そのときに取り替えればいいので

はないかというのが宮大工さんの判断でした。だから、それまで 100 年ずつ持つようにしておけば

よい。あとの部分は問題がないので、ちょっとした本当に簡単な修復で、主に屋根瓦の取り替えが

中心でしたけれども、何とかなるでしょうということでした。 

 ちょっと腐っている梁ですが、東本願寺の建物は幕末の戦争、蛤御門の変で燃えてしまいまして、

今の建物はまだ 100 年ちょっとなのです。そのときに材木が足りなかったらしくて、その梁は化粧
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用の梁、つまり、屋根裏で見えない所に使っている梁ではなくて、表面に梁の形で見えている梁だ

ったので、ちょっときれいな梁を使いたいという意図があったみたいなのです。ところが、こんな

に太くて、長い松の木がなかなか見つからなくて、当時材木集めにちょっと苦労したみたいです。 

 その梁がどこから来たかといいますと、新潟から来ております。新潟の阿賀野川の氾濫原から来

ているといいますか、阿賀野川が氾濫を起こしたときに上流の木が流されて、土埋木の形で土の中

に埋まっていたのを掘り起こして、それを京都に運んで梁に使った。だから、その木は掘り起こし

てからはまだ 100 年ちょっとしかたっていないのですが、今回、炭素法で調べましたらば、倒木を

して、つまり、倒れて、多分濁流に流されて埋まったのが 2000 年前という木です。千八百何十年間

土に埋まっていたのを掘り起こしてきて東本願寺で使ったというので、やはりさすがに 100 年ちょ

っと使ったら傷みが激しくなってきて、それでも少し補強しておけばあと 200 年は持つということ

のようです。 

 つまり、日本のこの技術が木造建築を維持してきたのです。もちろん、阿賀野川に埋まっていた

木もそうですけれども、2000 年前に流された木が使えるというのもすごいわけです。木にそういう

力があるということは確かですけれども、絶えず人間が修理技術を持っている。簡単に言ってしま

うと、法隆寺創建当時の技術がいまだに伝えられている。だから、法隆寺でも直すことができると

いうことです。このすごさといいますか、1300 年間技術が伝わってきたすごさです。これこそが日

本のすごい木造建築を維持してきた原因でもありました。 

 ちょっと話が横道になってしまったのですけれども、もともとの労働とは何だろうか、仕事とは

何だろうかというと、一人一人が役割をこなすことによって成り立っている。お寺の修復というこ

とになると、もちろん宮大工さんも必要ですが、それ以外に左官屋さんも必要になってくるし、瓦

屋さんも必要になってくる。それから、その人たちに道具を作る職人さんたちがまた重要になって

きて、そういういろいろな人たちが役割を果たして、全体としてそういう建物が維持されている。

しかも、そこでは千何百年と技術がずっと伝承されている。だから、昔の技術が今でも使えるとい

う体制になっている。そういう基盤の上に、「これはちょっと腐ってきたけれども、200 年後に取り

替えればいいや、それまではこういう形でちょっと補強しておけば大丈夫だ」と、そういう会話を

しながら修理の仕事が成り立っていく。 

 こういう労働の世界と比べますと、今の市場の労働の世界というのはやはり異常だと思わざるを

得ないような気がします。現在行われているのは、市場を通して戦争をやっていると言ってもいい。

先ほど言った例えば宮大工さんの仕事の場合でしたら、一人ずつの仕事が結ばれながら全体の仕事

が成り立っている。そこには、先ほど言ったとおり、大工さん、左官屋さん、瓦屋さん、いろいろ

な人たちがいて、もちろんふすまの人とかも、ありとあらゆる人たちがいる。また、その背後には

ありとあらゆる道具を作る人がいて、同時にそれが支えられていくためにはお寺とか、そういうも
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のが機能していなければいけないし、そしてまた、そこにお参りする人たちが常に絶えないように

なっているということがそれだけの仕事を可能にしているわけです。 

 そういう実際に仕事をしている人だけではなくて、いろいろな人たちがそれぞれの役割で支え合

って全体の労働体系を作り維持されている。だから、ここには一人も勝つ人もいないし、負ける人

もいない。、つまり、全員が役割をこなしていますから、別にそこでやったからといって勝ったとい

う関係ではないし、また、そこで負けたという人も出てこないわけです。 

 ところが、今の仕事の世界を見ていきますと、絶えず勝ち負けというものがあって、市場で戦争

が行われていて、結ばれてみんなで役割をこなしていくという仕事ではなくて、個別化された商品

価値をそれぞれで追い続けて、最終的には価値量が貨幣として表れてきて、そして、さらに言って

しまうと、この世界では絶えず経済成長が続かない限り安泰ではない構造になっている。 

 例えばＧＤＰが１％減ったとか、２％減ったなんていうのは、私たちはものすごく無駄な生き方

をしていますから、１％や２％減ったってどうってことないでしょうという気がするわけですけれ

ども、こうやってみんなが競争しながら足を引っ張り合いながら勝ち組と負け組を作ってやってい

く社会は全体のパイが常に増え続けていかないと、その争いが今度はマイナスに過大に回ってしま

う。だから、安定するためには、常に増え続けなければいけないという経済を作った。それが今は

破綻してきているときなのだろうという気がしています。結局、みんなで市場で争っていくことは

自分たちの支配圏を作り出していくことです。シェア争いなんて全くそうです。シェアを伸ばして

いく、自分たちの支配する世界を広げていくということです。 

 アメリカのＧＭとかが大変ピンチで、昨日政府が幾らかお金を出すとか、幾らかといっても１兆

5000 億円とかいう金額ですが、出すとかいう話がニュースに流れていましたけれども、あれでちょ

っと立ち直ると誰も思っていないのではないでしょうか。そのときにふと思い出しますのは、アメ

リカというのは、あまり鉄道が発達していない国で、車がなければいけないという国です。しかし、

かつてのアメリカというのは鉄道大国といわれるぐらいたくさんの鉄道があったのです。それが廃

線になってつぶれていったという歴史があるのですけれども、経済競争でつぶれたわけではないの

です。どうしてつぶれたかというと、自動車会社が鉄道会社を軒並み買収したのです。買収してつ

ぶしたのです。つまり、車を売るために鉄道会社を買収して解散させたといいますか。それで、車

がなければ生活できない社会をつくったというのがかつてのアメリカの歴史です。 

 つまり、支配圏を広げていく過程では、例えばこういうことが行われてきたのです。そのことに

よって世界最大の自動車会社が発生していった。結局、そういうことをやりながら、私たちの世界

から過去の営みの記憶というものを消し去っていった。例えば先ほど言った宮大工さんたちがやっ

ている仕事もそうですけれども、恐らく私たちはかつてはみんなこのような結ばれたな世界で生き、

仕事をしていたのだろうと思うのです。宮大工さんほど特殊な労働ではなかったかもしれないけれ
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ども、みんながいろいろな役割をこなし合っている。そのことによってどこかで結ばれて一つの社

会ができているという時代の記憶が、いつの間にか私たちの記憶から消されていってしまった。 

 現代では、労働することは、どこかに働きに行って、お金を得ることで、そして、そのお金を得

る過程では絶えず熾烈な争いが発生していて、負ければ地獄に落ちるという感じの労働に巻き込ま

れていきながら、かつて私たちはどんな労働をしながら生きていたのだろうかということがだんだ

ん記憶から消えていった、私たちの記憶が消滅させられたという気がしてしまいます。 

 今問い直さなければいけないのは、もう一度私たちは無事な社会をどうつくっていくかというこ

とであり、無事な生き方というのは無事な人間の生き方でもありますけれども、無事な自然の生き

方でもある。自然と人間が無事で、そして、社会が無事で、もちろん世界が無事でという無事な社

会をつくっていくために私たちはどんな働き方をしなければいけないのか。市場で争っていく社会

というのは、勝っているときには与えられたお金によって何となく平穏が保たれてはいますが、絶

えず無事でないものが発生している。そこで、今のように経済が収縮を起こしますと、まさに無事

でないところが破綻になってしまう。こういう在り方は根本から考え直していかないと私たちはい

けないのではないかという気がしています。 

 そうしたときに、私は上野村の「仕事」と「稼ぎ」とか、ああいう世界にもう少し視野を戻しな

がら、われわれにとって無事な労働とは何だったのだろうかと、絶えずそんなことを考えながら、

もちろん現実は市場経済の社会ですから、この現実を全く無視もできないとしても、少しずつ軌道

修正を図っていかなければならない時代に来ているような気がしております。 

 雑ぱくですが、こんな形で最初の問題提起を終わらせていただきます。どうも、長い時間、あり

がとうございました。 

 

第二部 パネルディスカッション 

「百年無事に暮らせる仕事のあり方～自然・地域・人間の連鎖のなかで～」 

コーディネーター 内山  節 氏（哲学者・立教大学大学院 教授） 

パネリスト    大熊  孝 氏（新潟大学 名誉教授・河川工学者） 

         鬼頭 秀一 氏（東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 

・環境倫理学者） 

         西頭 徳三 氏（富山大学長） 

         浜田きよ子 氏（高齢生活研究所所長 

排せつ用具の情報館「むつき」庵代表） 

 

（内山） 私がまた司会をしながら、討論をしていきたいと思っております。先ほども話させてい
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ただきましたが、私たちの仕事は、市場は見えているけれども、つまり、市場経済の市場は見えて

いるけれども、その代わりに見えなくなったものがあるような気がしています。何が見えなくなっ

たかといいますと、生命が見えなくなったといいますか、あるいは生命の流れが見えなくなったと

いう気がしています。 

 先ほどの上野村の「仕事」と「稼ぎ」の仕事ですが、あそこでは何が見えているかといいますと、

村で暮らす人間たちの生命の結びつきが見えている。その生命の結びつきのところには自然という

ものもあって、自然が生命を育んで、それを人間が仲介者のような仕事をして、それが、地域の人

たちに届けられていく。さらに人間たちもまた生命と生命を結び合いながら助け合ったり、共同の

仕事をしたりしながら自分たちの社会をつくっている。ここに見えているのは、生命系の世界の中

で私たちは生きているという感じのような気がしています。 

 もともとの社会というのはそういう面があったと思うのですけれども、今日になってまいります

と、われわれはどんな生命の結びつきの中で生きているのだろうかということがだんだん見えなく

なってきている。それに代わって、どんな市場との結びつきで生きているのかということだけが見

えてしまっている。その結果今日のように市場が劣化してきていると、どうしようもなく不安な時

代を迎えざるを得なくなってしまったという感じがいたします。ですので、どうやったらもう一度

われわれは生命の結びつきの中で生きていけるのだということを回復できるのか、それが感じられ

るような働き方とか社会の在り方が見つけられるのかということをこれから問うていかなければい

けないような気がしています。 

 その点では、「日本海学」という問題の立て方は先駆的な立て方だったと私も思っております。な

ぜなら、日本海を一つの湖のような場所として見ながら、そこにどういう生命世界があったのかと

いうことをもう一度つかみ直していこうとされた。つまり、市場で結ばれているのではなく、この

真ん中に日本海がある。もっとも、日本海という言葉を使うと甚だしく抗議してくる人たちも当然

いて、私も分からないでもないといいますか、Sea of Japan ですから。Sea of Japan では我慢なら

ないという意見も分からないではないですけれども、海があって、その周りに展開した世界があっ

て、その奥にはそれぞれの国の山がある。そこの全体の生命世界の中で私たちは何を考えていこう

かという発想は、先駆的な問題提起だったような気がいたします。 

 そういうことを少し念頭に置きながら、はじめに４人のパネリストの方々からご報告をいただき

たいと思っております。では、よろしくお願いいたします。 

 

「川の矛盾－恵み・災い－と技術」 

大熊 孝 氏（新潟大学名誉教授・河川工学者） 
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 私からは今日の標題が「森・海・いのちの営み」ですが、その森と

海をつないでいる川というところでお話を申し上げたいと存じます。 

私に与えられたテーマは「川の矛盾－恵み・災い－と技術」という

ことで、先ほどから内山さんから技術の話がだいぶ出ているのですけ

れども、今までわれわれは技術というと効率を追求して、世界に共通

する普遍的なものだという考え方が強かったと思うのです。私はやは

り地域に特有で、その地域に住んでいる人々を豊かにし、楽しくする

というものも技術ではないかなと考えておりまして、そういうお話をちょっとしたいと思っており

ます。 

 

図１は自己紹介というこ

とですが、私は土木屋で、土

木技術をやってきております。

台湾で生まれて、引き揚げて

きたということです。こうい

う本を書いたよというだけで

す。後で見てください。 

 

 

 

私は 20 年前ぐらいから「新

潟の水辺を考える会」という

のを作りまして、いろいろ活

動してきました（図２）。最初

のうちは考えてばかりいたの

ですけれども、考えていては

話にならないねということで、

汗をかこうということで、ご

み拾いとか、いろいろな木を

植えたり、そういうことをや

ってきました。2002 年にもう

 

図１ 

 

図２ 
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ちょっと市民としても公共事業ができるのではないかということで、責任を取る会になろうという

ことでＮＰＯ法人になって、「新潟の水辺を考える会」から単純に「新潟水辺の会」になりました。

私が一応代表をやっているということです。 

 

こういう活動の中でもう

一つ私がかかわったもので

「阿賀に生きる」というドキ

ュメンタリー映画を作りまし

た（図３）。全国から 3000 万

円集めて、1000 万円借金して

ということで、お金を借りる

都合上、私が制作委員会代表

ということでこの映画を作り

ました。阿賀野川沿いの自然

と共生していた人々の日常を

描いたのですけれども、その

人たちがたまたまというか、必然的というか、新潟水俣病になってしまったのです。 

 このときに非常に驚いたのは、餅をついているのが加藤さんという人ですけれども、82 歳です。

これで 20 うすぐらい平気でついたのですね。それで、水俣病の患者なのです。あちこちの神経がお

かしくなっているのですが、いざ、餅をつき始めると、これだけつけてしまうということです。自

然と共生してきた人たちというのはそうやって肉体も鍛えられている一方で、自然とどう付き合っ

たらいいのかという精神もすごく豊かなものを持っているのですね。 

 

 

図３ 
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ここで学んだことをちょ

っと書いてあります（図４）。

本当に、皆さん、つつましく

生きる力を持っていて、先ほ

ども 200 年後とか 300 年後の

時間の話が出ていましたけれ

ども、皆さんは 100 年後、200

年後の時間を考えて木を植え

たり、農民というよりも百姓

なのですね。川へ行って漁も

するし、木も植えるし、畑も

やる、田んぼもやるといった

ことで、自然の中で無事な暮らしというのを先ほども内山さんが話されておりましたけれども、そ

れを末代までつなげていこうということをきちっと考えているということで、僕は内山さんが哲学

者なら、ここの阿賀野川に住んでいたという人たちもみんな哲学者なのだなと思ったのです。 

 

 

この映画はたくさん賞を

もらいました（図５）。それで、

1000 万円借金していたので

すけれども、それは賞金で返

すことができました。監督は

佐藤真という人で、初めての

映画だったのですけれども、

その後もたくさん映画を作り

ましたが、昨年亡くなってお

ります。 

 

 

図４ 

 

図５ 
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図６は、技術のお話という

ことで、私が技術をどう考え

ているかということです。技

術の展開過程ということで、

思想的段階、普遍的認識の段

階、手段的段階ということで

考えております。技術という

のは考え方が変わると極端に

変わっていくということです

ね。 

 最近の事例では 1990 年に

当時の建設省が多自然型川づ

くりという提案をしました。それまで川の自然性なんていうのは全く考えないで技術を展開してお

りましたから、３面張りにして、ダムを造りさえすればいいという考え方でしたが、これからの川

は自然環境を大切にしていかなければならないということです。 

 その思想が変わると、川のいろいろな生態系なんかが大事だということで、そこの研究が進んで

くるし、手段的なところでも単にコンクリートでは駄目だねということで、昔から使われていた粗

朶沈床とか水制とか、そういうものがまた復活してきている。だから、考え方が変わればすぐ変わ

ってしまうのですね。こういう見方をすると分かりやすいねということです。 

 

もう一つの分類は、技術と

いうのは技術者が担っている

だけではなくて、個人が担う

ところ、共同体で担うところ、

それから、公共的段階で担う

ところ、それぞれがあるので

すけれども（図７）、結局、今

のわれわれは公共的段階で、

みんな役所におんぶにだっこ

という形で、文句を言ってい

ればいいやということになっ

ていて、個人的なところや共

 

図６ 

 

図７ 
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同体的なところがなくなってしまっている。先ほどの内山さんの話とちょっと通じるかなと思って

おります。こういうふうに技術を分けて考えると、いろいろなことが理解しやすくなるのかなと思

ってこれを使っております。 

 

川の話ですけれども、富山

の川は、後でお話が出るので

しょうが、3000ｍ駆け下って

1000ｍの海底まで落ちていく

ということで、すごく急なわ

けです（図８）。日本の川は大

体急なものですから洪水にな

りやすく、渇水になりやすい

ということです。これをいわ

れると確かにコンクリートで

固めなければならないなと思

うのですけれども、短いとい

うことは、アユやサケが戻ってくるということをみんなよく知っているわけです。そういう見方で

川を見なければいけないのではないのか、と思います。 

 私は太平洋岸で育ったものですから、新潟に来るまではどうも弥生的感覚で川を見ていたのでは

ないのかなと思います。弥生的感覚というのはスサノオノミコトなのですね。スサノオノミコトが

斐伊川を治めたわけですね。ヤマタノオロチを退治したということになるわけです。弥生的感覚だ

と、確かにかんがい用水で水を頂いているのだけれども、洪水になったら困るね、渇水になったら

困るね、とどこかで川を敵視している。その表れがこのスサノオノミコトの話だと思うのです。 

 私が新潟に行って、アユとかサケがどんどん戻ってくる川を見て、これが縄文文化を支えたのだ

なと思ったときに、縄文的感覚で川というのは考えなければいけないのではないのかな、と考え始

めました。そのころから私は何となく、いわゆる土木屋ですけれども、ダムはできるだけやめた方

がいいとか、必要なダムというのはあるのですが、可能な限り造らない方がいいといったように考

えて、なかなかこれを言い出すのは難しかったのですが、「阿賀に生きる」という映画を作るころか

らだんだんと腹を据えて言おうというふうになりました。 

 

 

図８ 
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図９は水俣川の上流にある祠

ですけれども、祠の中には必

ずサンゴとかアワビが祭られ

ています。「森は海の恋人」と

いう言葉は 15～16 年前（もう

ちょっと前だったかな）に出

てきた言葉ですけれども、昔

からみんなこのことは知って

いたのですね。ということで、

こういう祠が水俣川の上流に

は 30 ぐらいあります。水俣湾

の海の豊かさは山からの落ち

葉が供給されて豊かになっているのだと、それに感謝しているということですね。あまりに豊かだ

ったから、その魚を食べて、水俣病になってしまったということなのかもしれません。 

 

私の川の定義は、「地球に

おける物質循環の重要な担い

手であるとともに、人間にと

って身近な自然で、恵みと災

害という矛盾の中に、ゆっく

りと時間をかけて地域文化を

育んできた存在である」とい

うものです（図１０）。この定

義で、1990 年ごろに「阿賀に

生きる」という映画を作り始

めたから頃から学生たちを教

育し始めました。それまでは

「河川とは、地表面に落下した雨や雪などの天水が集まり、海や湖などに注ぐ流れの筋(水路)など

と、その流水とを含めた総称である」と教えていたということです。 

 

私が好きな河川横断構造物というのはたくさんあるのですけれども、一番好きなのはこの簗です

（図１１）。この簗も腐って、20 年ごとぐらいに作り替えていかなければならないのですけれども、 

 

図９ 

 

図１０ 
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先ほどの法隆寺や何かはもうちょっと長いスパンなのかもしれません。これも 20 年ごとに造り替

えていく中で、川とどう付き合

ったらいいのかという技術が伝

えられていくということです。 

 何よりこれは子どもを裸にで

きるという力があるのですね。

下の左の写真は、今から 37 年前

の私の息子です。去年遊びに行

ったときは女の子まで裸になっ

ていますね。こうやって簗に行

くとみんな裸になるのですね。

子どもを裸にできるという構造

物がほかにあるかなというと、

これしかないのではないのかなと思っています。 

 

ひとつ典型的なのが図１２の長良川河口堰で、これは生態系にもいろいろな問題があるのですけ

れども、究極のところ素人を排

除してしまっているのです。こ

ういう構造物ができると、専門

家が川を全部牛耳ってしまうと

いうことで、そこに一番問題が

あるように思います。ただ、わ

れわれは川に対して洪水は要ら

ない、普段は水は欲しいという

本当に矛盾したことを要求して

いるのです。その要求をうまく

処理しようとするのでこういう

技術が出てきているのです。こ

れも効率だけを考えたからこういうことになっているのですけれども、私はいろいろやりようがあ

ると考えております。 

 

図１３もそういう例の一つです。近くに小学校があり、小学生の子どもが可動堰のできる前には 

 

図１１ 

 

図１２ 
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川で遊んでいたのです。河川改修でついでにこういう可動堰にして、ボタン一つで仕事をすれば簡

単だということで、こういう構

造にしてしまったのですね。こ

ういう構造になったら、子ども

が落ちたら危ないから、子ども

は絶対に近づいてはいけないと

よということになってしまいま

すね。 

 技術者は治水と利水しか考え

なくて、子どもが遊んでいたと

いうことを考えなかったのです

ね。本当は子どもが優先的に遊

んでいたのだから、子どもも遊

んでいるということを入れて技術展開したら、こういう構造ではなくて、また別なものになったは

ずなのですね。そのことを大学出の土木技術者は忘れていたというか、われわれがきちんと教育し

てこなかったということがあるのだろうと思います。 

 

ここの小学校はこういう校歌を持っていて（図１４）、この校歌が素晴らしいと思ったのですね。

「青田をうるおす川瀬の水も時

にはあふれて里人たちのたわま

ぬ力を鍛えてくれる。われらも

進んで仕事にあたる。心とから

だを作ろう共に」ということで、

川というのはあふれるものだと

いうことを前提としながら、心

も体も自然と共生することによ

って両方が作られてくるのだと

いうことが歌われているわけで

すね。「こんな素晴らしい校歌で

育ったあんたたちは、なぜあん

な簡単にああいう堰を造らせてしまったのだ」と文句を言ったら一時期総スカンを食らいましたが、

だんだんと後で理解はしてくれました。 

 

図１３ 

 

図１４ 
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私は、図１５の写真を「週間金曜日」で見たのですが、見たときにすごいなと思ったのです。先

ほどの内山さんの話だと「仕事」

をしているわけですね。仲間と

一緒になって楽しく仕事をして

いる。こんなことをやっていた

ら高度経済成長時代には間尺に

合わないということで、これは

可動堰にしてくれということに

なってしまったのでしょう。今

は私も定年して 66 歳ですけれ

ども、まだこれぐらいの作業な

らできるかなと思っています。

今は定年後 20 年間ぐらいはそ

れなりに時間があるわけです。そういう時間の使い方としてこれは本当にいいことだと思うのです。 

 この写真を見たときに、この後またみんなは集会所か何かで一杯飲んで楽しい時間を持つのだな

と思いました。今までわれわれ土木技術者がやってきたことは、みんなが共通で持てる楽しい時間

を壊してきたということですね。ボタン一つで済むよということで壊してきてしまっている。やは

りこういう仲間と楽しめる技術というのは大切に残していくべきなのではないかなと思っておりま

す。 

 

最近、私が新潟でいろいろやっている活動の一つです（図１６）。河川法が変わったということも

あるのですけれども、市民の意

見を聞いて、川の河川改修をや

ろうということになってきまし

て、こういうワークショップで

いろいろな意見を聞いて、われ

われはいろいろ提案しておりま

す。 

 特に顔の見える関係で話し合

うということが大事なのです。

インターネットで話したのでは

 

図１５ 

 

図１６ 
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駄目なのですね。顔を見ていると、あいつはわがまま言いすぎているとか、本当にあの人は困って

いるのだとかいうことが分かってきて、折り合い点を見つけられるのです。そういう意味では、こ

ういうワークショップというのは非常に重要だなと思います。 

 

われわれがやっている場所は、図１６右上に見える通船川という所で、その左は信濃川です。右

が阿賀野川です。阿賀野川と信

濃川を結んでいる川で、小さな

どぶ川なのですが、そこでいろ

いろな活動をしております。 

 ここはまだ家は建っていませ

んが、後でここの話をします。

松崎ニュータウンというのがこ

こにできました。それから、も

う一つ、栗ノ木川というのが後

で話に出てきますけれども、同

じ図の中で通船川から下に伸び

ている川です。 

 

こんな絵を描いたりして、こ

ういう階段護岸や船着き場が欲

しいねということで提案してき

ました（図１８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１７ 

 

図１８ 
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今、申し上げました松崎ニュ

ータウンというのが図１９です。

このニュータウンと、われわれ

の川をどうしようということの

話が、縦割り行政の中で勝手に

進んでいたのですけれども、区

画整理の方も川沿いに５ｍの緑

地帯を出して、川沿いに公園を

配置してくれました。これは縦

割り行政がお互いに顔を合わせ

ているうちに「こうした方がい

いね」ということでうまく展開

した形ですね。 

 

こういう階段護岸を造って、

遊べる所を作りました（図２０）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１９ 

 

図２０ 
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子どもたちがこうやって非常

に楽しく遊んでいるのですが

（図２１）、実はこの浮き輪が問

題になりました。ここの自治会

は新しく転居してきた人ばかり

で、はじめから階段護岸になっ

ていたのですね。危ないから柵

を作ってくれという要望が地域

住民から出てきました。それか

ら、この浮き輪はこれでこうや

って子どもが遊ぶから、危ない

から撤去してくれということで

撤去されてしまいました。今のところ、できて数年になりますけれども、誰もおぼれていないので

いいと思っているのですが、こういうことがありました。 

 

もう一つの栗ノ川の方はこう

いう鋼矢板護岸で（図２２）、こ

れは落っこちたら絶対に上がれ

ないのです。手を伸ばしても届

かなくて上がれません。わきに

こういう緑地帯があるのです。

これは新潟地震の直後で、昭和

40 年代に造られたわけですけ

れども、緑地帯を造りながら、

こういう直壁護岸で落ちたら上

がれない。だから、間にフェン

スを造るということです。技術

者の頭の中に緑地帯と川を一体に造るということが全然なかったということなのですね。だから、

本当にあの当時の土木技術者は発想が貧弱だったのかなと思うのです。 

 こういう状況の中で、このわきに沼垂小学校というのがあるのですけれども、水辺に近づけるよ

うにしてほしいというのが総合学習で出てきました。それを聞いた大人たちが、実情を知ってもら

 

図２１ 

 

図２２ 
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おうということでさくら祭りというのをやって、１回目、２回目で 3000 人ぐらいずつ集めました。

この船はわれわれの水辺の会が持っている船で、こういう船を出して子どもたちに乗ってもらうと

いうことをやりました。 

 

乗ってもらうにも図２３のよ

うにガードレールをまたがない

と乗れないということです。先

ほどのようにワークショップで

行政の人ともいろいろ顔をしょ

っちゅう合わせていましたから、

こういうのを見て、「それではあ

まりにかわいそうだ」と年度末

の１月に、本年度は 500 万円ぐ

らい余りそうだということで、

昔だったらその余った 500 万は

どうなったか想像がつくと思う

のですけれども、今は無理だということです。 

 

30ｍの区間だけフェンスを取

って、円形の階段護岸で水辺に

近づけるようにしようというこ

とで１月に話が決まって、第３

回目の４月 23 日までにこうい

う構造にしてくれました（図２

４）。これは市も照明をつけるこ

とで協力してくれたし、周りの

人たちも植樹したり、子どもた

ちもいろいろ手伝ってくれて、

こういう形にして、さくら祭り

ができました。こうやって総合

学習でやった子どもたちも挨拶をしてくれたということです。 

 このときに思ったのは、この子どもは多分自分の子どもにも、孫にも「このフェンスが取れたの

 

図２３ 

 

図２４ 
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はおれたちが総合学習でやったのだよ」と伝えることになるだろうと思うのですね。だから、この

ことは 100 年間は少なくとも記憶としてつながれていくということで、大変これは良かったなと思

っています。 

 

フェンスが取れた区域は、今

はこんな形で使われています

（図２５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ということで、記憶が非常に

重要だよということが書いてあ

りますので（図２６）、後で読ん

でおいてください。私の話はこ

れで終わります。どうもご清聴

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２５ 

 

図２６ 
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「自然・地域・人間をつなげる生物多様性の思想」 

鬼頭 秀一 氏（東京大学大学院新領域創成科学研究科教授・環境倫理学者） 

 

 鬼頭と申します。私は「自然・地域・人間をつなげる生物多様性の

思想」ということでお話ししたいと思います。 

 

 

 

 

 

まず最初に、私は環境倫理学

というのをやっているのですが、

環境倫理学というのは何なのか

ということなのです（図２７）。

一言で言えば、環境に対して私

たちがどう振る舞うべきかとい

うことなのですね。これはもち

ろん私たちが自然に対してどう

いうふうに振る舞うのかという

ことなのです。いわば個人的に

私たちはどうするべきかと皆さ

んはお考えになると思うのです

けれども、それだけではなくて、この社会自体をどういうふうに変えていくかということを考えな

いと、いくら個人でやっても限界があるし、あるいは今の大熊さんのような技術的な問題、要する

に、技術というのはどうあるべきかということが周りでは中心にあると思います。 

 ただ、それだけではなくて、自然に対して人と人がいろいろ協力し合ったり、いろいろな関係が

あります。ですから、人間と自然との関係だけではなくて、私たちが自然を前にして人と人とがど

ういうふうにかかわり合うかということも大きな問題で、今日はそういうこともかなり中心的にな

ります。 

 

図２７ 
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今日は 100 年のというお話も

ありますので、世界史的に今は

どういう時代なのかということ

を簡単にお話ししていきたいと

思います。そもそも 17 世紀に近

代科学が成立する、あるいは資

本主義が出来上がるということ

で、基本的には人間がそういう

力を持って、自然を支配して、

収奪していく。まさに知は力な

りとか、いろいろな知識をきち

んと蓄積して、私たちが自然を

ある意味では管理できるというプログラムがその時代にできたと思いますね（図２８）。 

 

それが具体化したのが 19 世

紀で、実際に産業革命があって、

そういう形で自然の改変が本格

化してきています。それにつれ

て、一方で破壊されていく自然

に対して自然保護をしようとい

う考え方も出てくる。こういう

科学技術において支配、管理み

たいなものを実際にやっていこ

うということになりますし、さ

らに第１次、第２次大戦を通じ

て科学技術を国家的に推進して

いくという中で徹底して自然の改変を進めていく、管理していくという時代になります（図２９）。 

 

こういう国家的な管理の結果、ある意味では環境問題が出てくる。今まで人間がどうも人間中心

でやりすぎたと、それを反省しようという形で人間中心主義に対する反省というのが出てくる。そ

の中で人間以外の生物、生き物、生態系もきちんと考えるべきだと、人間は我慢すべきだという考

 

図２８ 

 

図２９ 
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え方が一方で出てくる。一方で、この地球世界は有限性があるということで、まさに最初は資源問 

題という形になりましたけれども、現在では廃棄物問題とか、あるいは温暖化の問題なんていうの

は、まさにＣＯ２が廃棄物とい

うのと同じですから、そういう

問題が出てくる。 

 大体これが 1970 年代です（図

３０）。国連でストックホルムの

会議が開かれたり、石油ショッ

クというのがまだ目新しい方も

おられると思います。言ってみ

れば、今まで 17 世紀、18 世紀

からずっと進んできた人間の自

然の支配・管理ということに限

界があるということが分かった

ということだと思います。 

 

特に 89 年から 90 年代にかけ

て地球環境問題というものが盛

んに論じられて、92 年がリオの

サミットです（図３１）。環境問

題がまさにグローバル化してく

るという形で、皆さん、最近は

ほとんど温暖化バブルと言える

ように温暖化の話ばかりですけ

れども、温暖化の話だけではな

くて生物多様性の問題もあり、

それぞれ国際条約が締結される

という形になってきました。こ

れに関してはいろいろな議論があって、温暖化も炭酸ガスだけではないのではないかとか、いろい

ろな議論があります。原因はどうなのかというと、非常に不確実であることは事実です。 

 でも、どうも今までのやり方は放っておいたら大変になるという形で、このまま放っておいたら

どうしようもないから、予防的な形でわれわれが何とかしなければいけないというのが現在の時代

 

図３０ 

 

図３１ 
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だと思うのです。つまり、こういう自然を支配し、管理していくということが、大熊さんの話にも

あったようにずっと徹底化していったわけですが、それは根本的に限界がある、根源的に科学技術

に関しても不確実性がある。 

 その中で私たちはどういうふうに生きるかというのがこの 21 世紀に課せられた課題であって、不

確実性を前提としてマネジメントする。今までは自然を管理するというのはコントロールしようと

してきたけれども、マネジメントだと。マネジメントというのはコントロールするのではなくて、

何とかやりくりしていくという感じですが、そういうことがいわれる時代になってきたと思うので

す。 

 

その中で、先ほどは人間が中心になりすぎたから少し我慢しましょうという話で、自然とか、生

態系を中心にして野生生物を保護したりということが行われますけれども、それがちょっと過度に

された場合に、自然に一番近い人たちが例えば山を利用したり、あるいは野生生物を狩猟して食べ

ていたりする。そういうものさえも自然保護ということから圧迫されるということも起こりました。

ですから、人間中心主義はどうなのだろうと。私たちが自然を利用してきたということはどういう

ふうに考えたのだろうかということが今は非常に大きな課題になっています。 

 例えば手つかずの自然がいいというだけではなくて、二次的な自然といって、人間がかかわった

自然をどう守っていくか。いわゆる里山の保全が課題になっていますし、あるいは人間の目から見

ての景観ということも環境問題の中では非常に重要です。あるいは、いろいろな保全をやっていく

にも住民参加がいわれてきて、言ってみれば人間中心主義をやめよう、自然とか生態系を中心にし

ようということではなくて、日本でいえば江戸時代までの生業とか遊び、あるいは大熊さんもいろ

いろな技術のところでああいう大きな構造物を建てるのではなくて、もっと違う形で川でかかわっ

てきた仕事は自然を利用するものなのだけれども、それは必ずしも人間中心主義ではないのではな

いか。もっと仕事ということを大事にとらえるということが大事ではないかということが現代的に

非常に大きな問題になってきたと思います。 

 

そこで、二つの留意点があると思うのです（図３２）。一つは、先ほど言ったように私たちの自然

に対する管理ということはできない。例えば大熊さんの洪水の問題にしたって、洪水を全部押し止

めるということはできない。私たちはそういうことができないとなったときに、どうやってその中

でやりくりしていくか。それはどちらかというと今まで自然の中で何とかそこで生きざるを得ない

ような形でやってきた近代以前の人の暮らしをもう一度見直しながら、そういうものと現代のもう

少しハイテク的なものをもっと組み合わせて、不確実性ということを前提にマネジメントしなけれ

ばいけないということになってきた。 
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 もう一つは、人間が中心で駄

目だというだけではなくて、人

間が自然を利用したり、自然と

かかわってきた在り方をもう一

度見直しながら自然の中で豊か

に生きる。あるいは、生業とか

遊び仕事とか自然を利用するよ

うな仕事の在り方をどうしたら

いいかということが大きな課題

になってきたと思うのです。 

 

 

 

ですから、不確実性というか、

持続性ということで、とにかく

いろいろな環境対策ということ

は我慢することだという感じで

すが、我慢するとなると、往々

にして一部の人に我慢が偏るの

です。どちらかというと自然に

非常に近い人たちに我慢が偏っ

てしまう。一番自然に遠くて、

都会の人が環境問題、環境問題

とやっているのだけれども、ち

っともそこら辺が改善しない。 

 そうではなくて、もう少し私たちがどうやって豊かに生きるかということを根本的に考える。生

き生きすることによってもう少し環境を守ろうという形で、先ほどの大熊さんのいろいろな川の文

化を新たに作っていくということもそうだと思うのですが、そういうことになってきたのではない

か。そういう意味で、自然的な環境、社会的な環境、精神的環境の三つの環境というのを同時に考

えていくという視点が必要です。往々にして自然的な環境だけが環境問題と注目されるという問題

があると思います（図３３）。 

 

図３２ 

 

図３３ 
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そもそも環境というのは主体

を囲むものというのが環境です

から、ある意味では自然的な環

境もあるでしょう。精神的な環

境、歴史的な環境、文化的な環

境もあるでしょう。それから、

社会的な環境もあるでしょう。

その三つをもう一度私たちは考

えなければいけない。もちろん

自然ということを考えると、自

然の中にもいろいろな形の自然

があります。ですから、そうい

うようないろいろな自然の在り方みたいなのを考えなければいけないけれども、精神的な環境、社

会的な環境を含めて、トータルに考えていくということが今は求められていると思うのですね（図

３４）。 

 

さて、富山でやるので、砺波

の散居村なのですが（図３５）、

まさにこれは５月ごろに水田に

水が入った所で、点々と集落が

見える。一つの集落の家の周り

を杉とかいろいろな木を植えて、

これが防風林になったりします。 

 

 

 

 

 

 

図３４ 

 

図３５ 
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それだけではなくて、これは昔の地図なのですが（図３６）、大体水路がみんな通っています。今

はかなり基盤整備をして昔なが

らのものはそんなに残っていな

いのですが、昔は水路が家の中

に入り込んでいて、そこで水を

使ったり、いろいろなものを洗

ったりしていたわけですね。 

 そういうものの中で、言って

みれば水辺の暮らしの中に人間

と自然の共生みたいな形でこう

いう景観がある。ですから、砺

波の散居村というのは非常に外

から見たらきれいだということ

です。今は田園空間博物館とか、そういう形で保全されていますけれども、その中には人々の暮ら

し、水とのかかわりというのがあるわけです。 

 

それから、五箇山とか白川郷

の合掌造りがあります（図３７）。

これは 30 年とか、40 年ごとに

茅を替えていかなければいけな

い。こういう茅を葺き替えると

いう作業がどうしても必要です。

それとともにこの茅を刈る作業

が必要で、茅刈りということが

行われるわけです。 

 ですから、 五箇山、白川郷と

いうと、文化遺産だということ

ですけれども、文化遺産を維持

するためには茅場が必要であって、茅場の自然が必要です。ですから、ある意味では茅場の自然を

きちんと守っていくということを考えると、五箇山、白川郷は文化遺産だけではなくて、複合遺産

として考えた方がいいのではないか、と思います。 

 

図３６ 

 

図３７ 
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逆にいうと、白神とか、知床

とか、屋久島は自然遺産だと言

っていますけれども、言ってみ

ればそこで暮らしている人々の

文化がある。そういうことを考

えると、あれは自然遺産という

だけではなくて、もっと人間の

文化ということを考えなければ

いけない。ですから、今言いま

したように自然的な環境だけで

はなくて、いろいろなところで

人々の関係がある。そこで生き

生きとみんながそういうものを伝えていくというものがあって初めて成立している。それをトータ

ルに考えるということが必要なわけです（図３８）。 

 

そのときに一つキーワードと

して、私は先ほども出てきた「遊

び仕事」というのをちょっと見

てみたいのですね。これはもと

もと経済的には意味は少ないの

だけれども、みんな一生懸命や

っている。なくなっても経済的

には大したことないのだけれど

も、どうしてもこれがないとい

けないというものをマイナー・

サブシステンスというようです。

これは文化人類学、民俗学の言

葉なのですが、それを私は「遊び仕事」と呼んでいるのです（図３９）。 

 この「遊び仕事」の「仕事」というのは今日の基調講演の内山さんにあったまさに「仕事」とい

うことです。「広義の仕事」ということを考えると、ただ稼ぐだけではなくて、もっと多様な仕事が

ある。その仕事の中で非常に精神性が強いもの、遊びの要素があるようなものが「遊び仕事」です。

 

図３８ 

 

図３９ 
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経済性よりも精神性が強いようなものをちょっと考えてみたい、ということです。 

 

例えば山菜採りとか、キノコ

採りというのが一般的ですね。

今は市場に売ってしまう人がい

ますけれども、ああいうのはち

ょっとおかしいです。たくさん

採ってきたのは近所に配るとい

うのが昔はそうだった。ですか

ら、好きな人は好きでよく行く

のですけれども、好きで行かな

くても、フキノトウの季節だな

と思うと自然に隣からフキノト

ウが来たりして季節の味が楽し

めるというものが「遊び仕事」なのですね（図４０）。 

 川でアユを取ったり、サケを取ったり、あるいは昔はため池とか水田で水鳥を取ったりしました。

この辺だと加賀の方で加賀の鴨池というのがあって、あそこでは坂網猟といってまだ伝統猟があっ

て、ラムサール条約の湿地ですけれども、そこから飛んでくるカモを坂網で取ってやるという猟が

残っていますが、そういうのが「遊び仕事」ですね。例えば水田でコイを取ったり、長野の方だと

ハチ子を取って、どこまでもハチを追いかけていくとか、そういうのもあります。 

 内山さんが言われたように、山の仕事は非常に複合的な仕事であって、まさに「遊び仕事」的な

もので、現代的にいえば、多分里山のボランティアとか森林ボランティアもそうでしょう。あるい

は農業でも定年退職者が農業をやっている。これは普通の農業活動ではないです。経済的なことを

考えなくても、趣味というか、自分のやりたいやり方でやる。要するに、経済性というか、市場経

済的なものよりも非常に精神的なもの、あるいは生命とのつながりみたいなものを大事にするとい

うことが「遊び仕事」です。だから、経済的にはカウントされないけれども、非常に精神性が高い、

自然と深くかかわるようなものを「遊び仕事」といいます。 

 

この「遊び仕事」というのは大事ではないかということが今日の話ですけれども、よく考えます

と、もともとの農業とかそういうものは確かに非常に経済性が高いのです。子どもの遊びになると、

経済性はあまりない。でも、全くないわけではないのです。要するに、子どもが昔遊んでツクシを

つんできたら、夕食にツクシが出る。そうすると、まさに子どもがつんできたツクシを食べるわけ

 

図４０ 
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です。エビを食べたりする、ウナギを食べたりするわけです。ある意味では、立派にあの子どもは 

経済活動をしているということにもなるわけです。でも、低いだろう。 

 逆に精神的なものといえば、

子どもの遊びは非常に精神的な

もので、普通の農業はそうでも

ないということなのだけれども、

実はしっかりそういうものもあ

る。その中間的なものが「遊び

仕事」で、人間の労働とか仕事

とかいうのは、そういう非常に

経済性の高いものから子どもの

遊びまで連続的な中に私たちの

仕事とか暮らしがあるのではな

いかということだと思います。 

 

人間と自然との関係を図にし

ましたが（図４２）、横軸は、割

と物に関するものから心に関す

るものです。縦軸は自然と人間

との関係から、自然を前にした

人間と人間との関係までを表し

ています。例えば人間と自然と

の関係で、物というのは捕って

食うということです。それから、

物に関係すると、貨幣とかいう

形で経済的な関係がある。でも、

精神的なものもあるでしょう。

社会的な関係もあるし、例えば自然に対する畏敬の念みたいなのがある。そうすると、これは内山

さんの言う先ほど言った「広義の仕事」です。広義の労働はまさに捕って食うというところから、

経済システムだけではなくて、自然に対するいろいろな精神的なものもある。 

 一方で遊びというのも先ほど言ったように非常に精神的なものから社会的な関係もある。でも、

捕って食ったりとか、多少経済的なものもあった。「遊び仕事」というのはこの真ん中なのです。 

 

図４１ 

 

図４２ 
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ところが、これが産業社会の

中で図４３のような形になって

しまった。これが内山さんの言

う「狭義の労働」ということで、

まさに精神性がなくなった労働

という形で実際に自然を使う。

実際に経済活動をしているけれ

ども、ほとんど精神性がないよ

うな形です。だから、高度成長

以降、こういう形になってしま

ったのです。子どもの遊びはど

うなったかというと、子どもの

遊びは自然との関係を失って、ゲームをやったり、ほとんど家庭に閉じこもるようになってしまっ

た。まさにこれは現在の仕事と遊びの分業化です。それによって「遊び仕事」がなくなってしまっ

たというのが現状です。 

 

そこで、「遊び仕事」をもう一

度考えたいと思います（図４４）。

例えば定年退職者が一生懸命農

業をやるというのもそういうこ

とです。里山でいろいろな活動

をする。川べりでいろいろな活

動をするというのもまさに「遊

び仕事」です。そこで竹炭を作

ったり、まきストーブをやろう

というのでまきを切ったり、い

ろいろなことをやります。そう

いうことが今は求められている

し、そういうものの中で私たちの仕事を見直さなければいけないと思います。 

 

図４３ 

 

図４４ 
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生物多様性ということを考え

ますと、普通は自然のいろいろ

な生き物がいて、まさに生物多

様性ということがいわれます。

でも、今申し上げたように、い

ろいろな生き物と人との営みと

いうのはいろいろな関係があり

ます。農業とか林業とか、そう

いう業とも関係しているし、あ

るいは「遊び仕事」とか遊びと

いう形でも関係している。さら

に、ただ関係しているだけでは

なくて、いろいろなルールを決めたり、マツタケが採れるときになると急にマツタケの組合ができ

て、きちんと管理するとか、そういうことが行われていた。 

 生物多様性ということをよくいわれるのですけれども、ただ自然のものだけではなくて、こうい

う形で人間がかかわっているものすべてを考えなければいけないし、さらにいえば、そういうとき

にみんなが協力し合って共同的な形で何かを管理していく。あるいは、みんなが自然がどうも荒れ

てしまったと感じたときに、きれいにしようとか、そこで何かきちんと守らなければいけないとい

う形でいろいろな暮らしがあるという形で、こういう社会的な共同性、精神的な共同性で生物多様 

性は育まれているわけです。 

 

先ほども申し上げたように、

92 年に生物多様性条約がリオ

の地球サミットのときに採択さ

れて、日本でもこれをきちんと

締結して、生物多様性国家戦略

というのを 95 年あたりから作

りました。昨年の 11 月に第３次

ができています。その間に自然

再生とか、いろいろなことが行

われています。さらに言えば、

 

図４５ 

 

図４６ 
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今年の洞爺湖サミットでも多少そういう議論がありましたし、2010 年、再来年には名古屋で生物多

様性の締結国会議が開かれて、生物多様性保全をどうするかという国際的な議論が日本でも行われ

るということなのです（図４６）。 

 

そういう中で生物多様性とい

うことを考えたときに、生態系

サービスということがいわれて

います（図４７）。どういうこと

かというと、生態系とか、生物

多様性というのを評価するのに、

今までみたいに自然を守れとい

うだけではなくて、生態系サー

ビスという形で自然を守るとい

うことを考えた方がいいのでは

ないかという考えを国連のミレ

ニアム生態系評価というところ

で始めました。 

 まずは供給という形で、自然というのはいろいろなものを供給してくれる。魚を食べたりするこ

ともそうです。農業でいろいろな食糧になるようなものもあるでしょう。家を建てるにもいろいろ

な生態系が必要です。先ほどの茅葺きの屋根を造るためには必要だとかいうのもある。それだけで

はなくて、すべての基盤になるようなところに生態系はあります。こういうことが今までいわれて

きたのですけれども、それだけではなくて、生態系には自然をいろいろ調整してくる機能がある。 

 ですから、洪水というのは今までは大熊先生の話にあったようにずっと押し込めてきたけれども、

そうではなくて、森の力とか河畔林とか、いろいろな自然の生態系の力でこういう洪水とかを緩和

することもできるのです。そういうことがだんだん知られるようになって、生態系の中で調整サー

ビスというのが大事だといわれるようになってきました。 

 それだけではなくて、もう一つ文化的なサービスがいわれています。もともとこれは生態学とか

自然科学の人とか、どちらかというと経済学の人がやっているのですけれども、文化的なサービス

という形で非常に精神的なもので生物多様性を守るということが大事だということがだんだん分か

ってきました。 

 

図４７ 
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昨年の第３次生物多様性国家

戦略のパンフレットの表紙です。

これは昔の農業とは全然違って

しまって、人がまさに茅葺きの

屋根でいろいろな草を管理した

りしている。あるいは茅を管理

したりするようなことです。こ

ういうものが表紙になるぐらい

に生物多様性を守るということ

が変わってきているわけです。 

 

 

また、いろいろな形で自然に戻そうという試みが行われています。この近くだったら、例えばト 

キを戻そうということを佐渡でやっています。 

 兵庫県の豊岡は日本海側です

けれども、こちらでコウノトリ

の野生復帰事業が行われていま

す。昔はコウノトリがいました。

それがだんだんいろいろな基盤

整備とか農薬を使うようになっ

て、ほとんど生息できなくなっ

て絶滅しました。もう一度これ

を再生しようということです。

どうやって再生するかというと、

コウノトリにしても、トキにし

ても、餌場がないと駄目ですか

ら、きちんと餌を確保するためには、ちゃんと動物がいるような水田をもちろん確保しようとする

形でやられているわけですね。 

 

仕事の在り方を、ただ生産力を高めるという形でどんどん農薬を使って動物がいなくなってしま

った。トキもいなくなってしまった。コウノトリもいなくなってしまったわけです。それから、非 

 

図４８ 

 

図４９ 
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常に便利にしようということで、どんどんどんどん河川整備をやることによってコウノトリやトキ

が住めなくなった。それをもう

一度住めるような形で農業のや

り方をちょっと変えようとか、

いろいろな水路とか、そういう

ものの管理を変えようという形

で行われています。 

 

 

 

 

 

 

かつては豊岡では 1960 年に

牛を洗いに川に行くと、こうや

ってコウノトリがいました。人

間が行ってもほとんど逃げない。

そんな状態でした。それが放鳥

して、再び放鳥したコウノトリ

が来ているし、あるいは野生の

コウノトリが来て住み着いてい

るという形です（図５１）。こう

いう野生復帰とか自然を守れと

かいうことも私たちの暮らしと

どういうふうに結びつくかとい

うところで今は展開しているということで、今日のお話を終わりたいと思います。 

 

 

「高度差 4000ｍの空間・富山に見る生命の循環」 

西頭 徳三 氏（富山大学長） 

 

図５０ 

 

図５１ 
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 今日これからお話しするのは何か素晴らしい一つの方法を提示する

というよりも、こういう考え方もできませんかということを私は申し

上げたいと思います。従って、今日は富山の方が中心ですので、私が

申し上げることについて、「それは、西頭、違うんじゃないの」とか、

「それはもうちょっとこういうふうに考えたらどうかな」ということ

があったら、遠慮なく教えていただきたいということを申し上げたい

と思います。 

 これは別に今日のテーマとは関係なしに私がずっと考えていたこと

を皆さんにお話ししますが、ほかの先生方の話を聞いていますと話がだいぶ重なっております。そ

ういう時期にあるのかなと思いながら話を聞いていました。 

 今日与えられたパンフレットの中にこういうテーマが書いてございます。「高度差 4000ｍの空

間・富山に見る生命の循環」ということ。「高度差 4000」というのは、富山大学がだいぶ熱心にあ

ちこちでシンポジウムをやっていますので新聞等に随分載っておりますし、ケーブルテレビでも放

送していますので耳にしていらっしゃる方が多いと思います。では、これから内容についてお話を

いたします。 

 先ほども出ていますが、一つは環境問題です。今日の天気は大変いい。私は富山の生まれですが、

冬にこんな天気のいいというのはあまりない。恐らく今日、東京から、あるいは新潟からお見えに

なった方を歓迎しているのだろうと思います。東の立山連峰が大変きれいに見えます。富山大学の

私のいる部屋からも、３階ですので、非常によく見えます。その辺からお話をしたいと思います。 

 環境問題で温暖化とか、いろいろいわれています。こういうものをどう考えていくかというのが

一つございます。それから、もう一点、私は５年前に 40 年ぶりに富山に帰ってまいりましたが、富

山で一番感じたのは、私は南砺市、福光なのですが、私が高校時代にいた町のにぎわいは全くあり

ませんでした。今もありません。 

 一番驚いたのは、高岡短期大学に参ったときに、11 月ということもあったのでしょうが、あの駅

前の寂しさです。ホテルニューオータニに泊まったのですが、何十年ぶりに帰ってきたし、食事を

しようかと思って探したら食堂がないのです。これはどうなったのだと思い、しょうがないから酒

を飲むところに入って飯を食わせてくれと言って、食事をとりましたが、大変街自体が落ち込んで

います。 

 先ほども出ていましたが、経済のグローバル化ということもございます。今度また不況が来ると

いわれています。そういう中でこの富山というところをどうしたらいいのだろう。企業は自由に中

国に行ったり、あるいはインドに行ったりすることができます。しかし、この富山という県土はど

こにも持っていけません。ここに 111 万人の富山県民が住んでいるわけです。今の世の中の流れの
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中で海外にも出られない富山の土地をどうするかということです。これは私だけの問題ではなくて、

皆さん自身も非常にご心配になっているところだと思います。 

 中でも少子高齢化です。子どもの姿がほとんど見られません。例えば富山大学近くの安野屋小学

校は廃校になって統合されました。星井小学校もなくなりました。あそこの生徒が６年後には大学

に入ってくる。だから、「少子高齢化、大変だね」なんて言っているうちに、富山大学の志願者減と

なって影響するのです。本当の話、今、大学は大変ですからね。そういう問題があるわけです。で

すから、地域の活性化をいかにやるかという大きなテーマがございます。これが２点目です。 

 もう一点ございます。皆さん、ご存じのように、平成 17 年の 10 月１日に旧富山大学、旧富山医

科薬科大学、高岡短期大学の三つの大学が統合されて、新しい富山大学になりました。なんと先生

方が 1000 人います。職員が 1000 人、教職員が 2000 人です。そして、学生が１万人です。私がここ

で一番言いたいのは、全部で 10 部局あり、医学部から工学、人文学部とかの先生方の持っている研

究力とか教育力を地域の活性化に生かせないかということです。これが３点目です。 

 もう一度繰り返しますと、環境問題が非常に顕在化するというか、まさに具体的な問題として出

ている。２番目は地域経済の活性化です。富山県は外国には移せません。三つ目は新しい富山大学

の先生方、学生という人的資源を富山のために生かせないか。 

 話が移りますが、私は愛媛大学におりました時に、高岡短期大学長の蝋山昌一先生がお亡くなり

になり、統合も控えており、人を探していたのでしょうね。「来ないか」という話があり、私は愛媛

大学の定年の年でしたので、「富山に帰ろうか」ということになりました。 

 その時は、愛媛大学の先生方や職員が送別会を開いてくれたのです。ところが、司会者は高岡が

どこにあるか分からないのです。ある人は高山と勘違いしているのです。長岡と間違えている人も

いる。「山形の向こうじゃないか。」と言っている人もいるのです。皆さん、お笑いになっていらっ

しゃいますが、皆さんは福島県の場所をはっきり言えますか。佐賀県がどこにあるのか、地理の先

生は分かるかと思いますが、そういう状況です。 

 金沢は比較的知られています。なぜ知られているかというと、金沢は旧制四高があって、室生犀

星は四高ではないのですが、井上靖がいたり、鈴木大拙がいたりで金沢は文学作品に書かれている。

だから、知られているのです。富山はその点、残念ながらよく知られていない。 

 それから、私が富山大学の学長になってから大学のパンフレットを見ましたら、そのパンフレッ

トには富山大学の理念と目標が書かれている。それは、どこの大学であっても通用する、いわゆる

金太郎飴なのですね。富山大学のものを金沢のそれと置き換えても十分通用するし、新潟大学や信

州大学でもいいというものが書いてある。富山県にある大学が富山の特色をなぜ書かないのか。最

近、ようやくそのような動きが出てきています。国立大学は全国で 87 ぐらいありますが、読んでみ

ると大体そのようになっています。東大とか京大はよく知られていますからそれでもいいのですが、
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地方の大学はそれでは駄目だということです。ですから、富山の特色を表すものに変えたいと思っ

ていました。 

 つまり、富山の特色をまるごと表現するスローガンが欲しいということです。もちろん、薬の富

山、蜃気楼、ブリ、ホタルイカ、などありますがこれでは弱い。富山が分からない。薬は富山ばか

りではありませんからね。そうなると、富山の役割、機能というものをまるごと表現する、これこ

そ富山だという言葉が必要と私は考えたのです。 

 話が私ごとになって恐縮ですが、私は髙岡短期大学に平成15年の11月１日に赴任いたしました。

私は福光の生まれですので、冬の景色は曇天ばかりです。ところが、ある日、大学への途中、立山

連峰が見えたのです。「すごい山だ」と、本日の立山連峰のようでした。皆さんは、立山連峰を見る

ために呉羽山に登ったりするでしょうが、私のお勧めの場所は現在の芸術文化学部の辺りです。そ

の理由を言います。 

 ずっと遠方に立山連峰が見える。立山連峰は昔から存在していたけれど、今日はなぜこんなにき

れいに見えるのかと、しばらく考えました。立山連峰の高さは 3000ｍです。ところが、私はこれま

で立山連峰だけを見ていたのです。この時はそうではなかったのです。立山連峰の前には、広い富

山平野がある。高岡からだと射水平野がある。南に行くと砺波平野があって、北には海があり、富

山湾がある。この広がりと高さをイメージしてください。つまり広がりの中に高さがある。いわゆ

る立方体としての空間がある。私は 40 年ぶりに帰ってきて、昔は立山連峰だけを見ていたのだけれ

ど、その時は平面と組み合わせて見た。平面の発見というか、これが、私にとって大発見でした。 

 その後、富山大学に来ましたが、これをきっかけにいろいろ考え、「これは高度差 4000 というこ

とではないか」と。誰もが知っています。立山連峰の高さ 3000ｍと富山湾の 1000ｍの深さを足すと

4000ｍになります。この立山連峰と広大な平面との 4000ｍの高度差の中に何があるのか。そこには

水の循環があります。もう少し分かりやすく言うと、海や平野から蒸発した水蒸気が立山連峰にぶ

つかって雨になり川となる。それが富山平野を流れ下って海に出ます。もちろん、一部は地下水と

して海底に湧き出ます。この空間に巨大な大気循環があるのです。 

 この循環の話をあちこちでしているうちに、このようなものは世界に三つしかないと聞きました。

一つはアンデス山脈によく似たものがあるそうです。イタリアにもそういう場所があるそうです。

しかし、その辺には産業もなければ、文化もあまりない、いわゆる自然の地形らしいのです。とこ

ろが、富山の場合には海があり、平野があって、産業があって、市街地もある。さらに言えば、水

は高い山から下りて、里山を通り、富山平野を経て、海にそそぐ。山村があり、農村があり、漁村

があるという大きな水循環です。 

 この話を、名前を出して恐縮ですが、医学部長の鏡森先生に話したら、「それは生命循環だよ、命

の循環だ」。つまり、富山の特色は高度差 4000 の中に世界でもまれな水循環というメカニズムがあ
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るということです。しかも、これは太古の昔からあって、われわれ富山県民の先祖は自分たちの生

活を支え、今日の富山の歴史や文化をつくってきたということです。 

 ですから、「高度差 4000」と言うと、愛媛県の人でも「それは富山のことだよ」と分かるように

打ち出したいと思い、５月に富山大学のパンフレットの冒頭にこの言葉を書き込みました。理学部

の張先生は地球環境問題の権威の方ですが、先生は、「富山の人はこの特色を見逃していて、もった

いないことをしている」と。中国の人に「もったいない」と言われました。こんなに素晴らしい自

然の特色をなぜ大切になぜしないのか、ということです。 

 張先生が監修されたＮＨＫの「神秘の海 富山湾」という番組をご覧になったことありますか。

あの作品は、新湊漁協の矢野組合長がこの間亡くなられて残念なのですが、新湊の海で獲れる魚は

庄川の上流からいろいろな栄養分が流れ込むことによって育つのだと言われたことがヒントになっ

ています。「森の木１本ブリ 1000 本」なんて言葉もありますが、富山湾は単独に存在しているので

はなくて、山とつながっているのです。 

 そういうことで、この富山の水の大循環、命の循環は地球環境の縮図モデルだともいわれていま

す。これは環境問題研究の適地なのです。環境問題の計測は世界のいろいろなポイントで行われて

いるのですが、これらのデータを集めて環境問題を解明しているのです。この富山の水循環の中で

計測すればデータの地理的な修正をしないで、全体的な環境問題の解明ができる。そういう意味で

地球環境縮図モデルだというのです。これを聞いて、私たちはこの言葉を生かせるのではないかと

いう自信を持ちました。 

 問題は、これからどうするかということです。先ほどから大熊先生、鬼頭先生の言葉にもありま

したが、このような生態系の中からいろいろなヒントやサービスを引き出したい。その前に、高度

差 4000 のメカニズムをまず県民の皆さんに知ってもらう。その点では富山大学にはいろいろな研究

分野がありますから、先生を総動員してそのメカニズムを解明してもらう。これは基本的な課題で

す。 

 次に、このメカニズムを活用して、海外に移すことのできない富山の経済、産業、文化を活性化

する。これには工学部、経済学部など、いろいろな学部の知恵を絞って、そういう活性化方法を模

索し、教育学部では、教育のあり方を考えていくという地域貢献もあります。 

 そういうことで、私達はこの「高度差 4000」という言葉を、もちろん薬の富山も含んでいますが、

命の循環の概念を 21 世紀のかなり先まで見通した未来志向的なものと位置づけたい。そういうこと

で、今日はこういう概念を提示して、富山大学が人づくりとか、産業の活性化とか、例えばお土産

や観光開発など、すべての面で貢献することを理解していただきたい。日本中に、あるいは世界中

に富山を知っていただくというのが大きな目標ですが、同時に研究面でも深めていきたいと思って

います。 



2008 日本海学シンポジウム 

46 

 そういう意味で、冒頭に申し上げましたように、ぜひ富山にいらっしゃる皆さまからいろいろな

コメントや助言をいただければ、ますますブラッシュアップになると思っておりますので、よろし

くお願いします。これで終わります。 

 

 

「老いに寄りそう仕事」 

浜田 きよ子 氏（高齢生活研究所所長、排せつ用具の情報館「むつき」庵代表） 

 

 京都で介護にかかわる仕事をしております浜田きよ子と申します。

介護の仕事といいますと、「この不況の中ですごくいいでしょう」とい

われますが、私自身は介護がそういったビジネスになること自体本当

にそれでいいのだろうかと、介護というのは地域密着でローカルなも

のなのに、それが日本全国チェーンのような介護というシステムがあ

ること自体が本当にいいのだろうか。そんなことを思いながら仕事を

しています。 

 

私自身は西陣という京都の本

当に古い地域で仕事をしている

のです。これは私の仕事場周辺

の写真ですが（図５２）、町屋と

いう本当に間口が狭くて、奥行

きがとてもあるウナギの寝床と

いわれる場所です。 

 

 

 

 

 

 

図５２ 
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西陣は機屋さんというか、織

屋さん、機があるところがとて

もたくさんあって、今でこそど

んどん機屋さんがつぶれていき

ますけれども、まだ何軒か残っ

ています。家の入口、土間で、

そして、通り土間があって、広

がっていって、奥がトイレ、そ

んな家なのです（図５３）。この

前に出ているのは糸を繰る道具

ですが、もう仕事がないのか、

運動靴を干すようなものに変わ

っていて、ちょっと寂しい西陣ですが、こんな地域です。 

 

これは割と近くの市場です（図

５４）。まだまだ西陣はこういっ

た市場があちこちに残っていま

す。いわゆるスーパーマーケッ

トではなくて、このような市場

では長く付き合っている方々が

多いので、「あそこのおばあさん

が来たら、あれが好きだから、

今日はこの魚がおいしくて」と

勧めてくれたりしながら買い物

をするのです。不自由になった

方にはお店の方も魚を切り身に

して、ちゃんと仕事が終わってから夕方に届けてくれたり、そんなこともまだまだ残っています。 

 

その意味で本当に人が老いて、地域で暮らす、それはやはり買い物も含めて、以前からの関係の

中で人が生活しているのだ。そんなことをあらためて思うのです。そう思うと、人が暮らしていっ

ているのはまさにその地域の中で他者とともに、そして、先ほどからお話のあったように、自分な

 

図５３ 

 

図５４ 
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りの役割とか、生きる形を持ちながら暮らしている。 

 ところが、介護が必要になるくらい体が不自由になると、いわば生きる形が見えなくなってくる

わけです（図５５）。元気なうち

は当たり前に起居すること、そ

れから、人から求められること、

そんな生きる形が見えても、例

えば脳梗塞で右半身まひとかに

なると、生きる形が見えなくな

ってくる。そのときに介護保険

で、介護サービスという形で全

く知らない方々が自分の家に来

て、用具を持ってきたり、介護

をしてくれたりする。排せつ介

護でおむつを交換する。入浴介

助でお風呂に入れてくれる。しかしそんな場面の介護をつないでも、本当に人の生きる形がそこで

見えてくるのだろうか。そんなことにこだわりながら西陣の端っこの方でいろいろな試みをしてい

ます。 

 私は、本当に馴染んだ地域というのは老いを支えると思っていて、体が不自由になると、今言い

ましたように生きる形が見えなくなってくる。そのときに、例えば先ほどの市場で長くお互いが知

っていたら、必要な食べ物を時にはちゃんと調理して持ってきてくれたり、隣近所の方が来てくれ

たりします。でも、現実はそのこと自体が難しくなっているぐらい、家庭も、そして地域も崩れて

いるのが現状ですから、今のままでちゃんと地域で生きていけるかというと、確かに難しいことは

あると思います。 

 しかし本当に馴染んだ場所は、まさにその方の振る舞いを取り戻すというか、人はその地域の中

で自分の振る舞い方を思い出したり、取り戻したりできます。これは認知症の方などとお付き合い

していてあらためて思うことです。自分自身を考えてもそうなのですが、全然知らない新しい施設

に行って、いきなりここでどんなふうに自分が振る舞ったらいいのか。この相手の方に私はどんな

言葉をかけたらいいのか。そんなふうなさまざまな判断が難しくなる中で新しい所に適応していく

のは一層難しい中で、自分がよくよく知っている場所だからこそ自分の振る舞い方が分かる。それ

が大きな地域の意味だと思っています。だからこそ、介護というのは本当にローカルで、まさに地

域密着のもののはずなのに、介護がそうでなくなっていること自体にあれこれ問題があると思って

います。 

 

図５５ 
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これは私の仕事場で（図５６）、

「排せつ用具の情報館」を運営

しております。ここでは売られ

ているおむつの８割くらいのも

のをそろえていて、それから、

ポータブルトイレとか尿器とか、

いろいろな用具をたくさんそろ

えています。用具だけでも 400

点を超えるものがあります。 

 

 

 

 

それから、２階には老いを支

えるちょっとした便利な用具、

これは後から幾つかお見せしま

すけれども、こういったものを

そろえています（図５７）。そし

て、西陣だけではなく、あちこ

ちから相談にいらっしゃるので、

紙のおむつ類などはどれでも試

せるといった形で無料で相談を

受ける場所を運営しています。 

 

 

 

図５６ 

 

図５７ 
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例えば、図５８の上の方にあ

るちょっと変わった帽子などは

雪道で転んでも頭をぶつけない

ような工夫があるような、あれ

ば便利な用具なのです。 

 

 

 

 

 

老いを支える道具のことを少

し詳しくお話をしますと、これ 

らは本人が主体となってという

か、自分であれこれ上手に使い

ながら生活ができるものです。

不自由になった部分を支えてく

れる用具がいろいろあるのです

が、まだまだあまり知られてい

ません（図５９）。 

 

 

うちのスタッフには 84 歳で

要介護２になりました女性がお

りますが、彼女は両足、両膝が

人工関節で、座ることにも制限

があります。お風呂に入っても

立つのが大変ですけれども、た

かだか湯船の縁にちょっとした

滑らないようなマットを置いて

おくだけで（図６０）、彼女はと

ても立つのが楽だと言ってくれ

るのです。湯船の底に滑り止め

 

図５８ 

 

図５９ 

 

図６０ 
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シートを敷いてあるのですけれども、おかげでちゃんと立つときには足を突っ張れますから便利で

す。彼女はこれがあることで人の介助を受けずにちゃんとお風呂から出入りができるからすごく便

利と言ってくれます。 

 

耳がちょっと遠くなって、人

の話が聞こえなくなったときに、

ともすると補聴器などを考える

のですが、あれは人によっては

なかなかうまく使えなかったり

します。何もかも大きく聞こえ

るというのは良かったり、悪か

ったりで、耳が煩わしかったり

します。聞こえ方の変化になか

なか馴染めなくて、煩わしいと

言って取ってしまう方も少なく

ないのです。この助聴器（図６

１）は自分が聞きたい声だけちょうど携帯電話のように耳の横に当てれば、あるいは見たい番組だ

け、都合のいいときだけ耳のそばに置いておいたら、声が大きく聞こえる便利な道具です。 

 

指先が不自由になったら、箸

がうまく使えません。施設など

に行くとフォークとかでうどん

を食べたりしていますが、やは

り食具というのは、うどんなら

箸で食べるからおいしい。その

意味では道具は本当に選ばない

といけないと思います。箸など

はさまざまな便利なものがあり

ます（図６２）。 

 

 

 

図６１ 

 

図６２ 
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食事用のエプロンも、よくあ

るのは向かって左の（図６３）

の大きなエプロンで、保育所の

子どもが使うようなものを平気

で高齢者の方に使っていたりす

るのですが、右側のはベストの

ようなおしゃれなエプロンです。

少し食べこぼしなんかがあると

きでも、左側のエプロンだった

ら恥ずかしくて使いたくないと

思う人も少なくないのですが、

右側のベストのようなものだっ

たら、安心のために使っておいてもいいなと思っていただけます。 

 

その意味では本当に老いを支えるいろいろな用具もあるので、私の仕事場、高齢生活研究所では

こういった用具なども紹介したりしています。 

 

ここは今日の話とあまり関係ないのですが、用具ついては、自分で選べばいいと思われるかもし

れません。しかし福祉用具はきちんと選ばないといけません。例えば高齢者施設に行って、非常に

崩れた姿勢で車いすに座っている方をよく見かけます。これはその方が悪いのではなくて、その方

に車いすが合っていないために姿勢が崩れてしまうのです。ですからその方の身体機能に応じた車

いすを選べば、姿勢は格段によくなります。その結果、身体が楽になり、飲み込みやすさも違って

くるため、食事がしやすくなります。それだけではなく、排泄も楽にできるようになります。この

ように車いすなどの福祉用具は使う人の好みなどではなく、その人の状態に合ったものを選ぶこと

が重要なのです。 

 

用具のことを話してきましたが、地域の中で人がいつまでも暮らすために私自身は仕事をしてい

ます。そのためにもこの少子高齢化の中で、地域自体が、隣近所がかつてのように本当にお互いに

知り合っているといった関係ではなくなる中では、もう一度いわばお互いをつなぎ合うようなため

の出会いと、それから、やはり用具を選んだりするための介護のことをちょっと学んだりしてもら

うことも必要です。 

 

 

図６３ 
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そんな意味ではいろいろな勉

強会をしています（図６４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、こんなふうに排せつ

のことなども実際にあれこれ若

い方も一緒になって、若い方に

も覚えてもらって、学生さんた

ちが来たりもしています（図６

５）。 

 

 

 

 

 

 

 

私の仕事場では高齢者の方のさまざまな全国各地からお作りになったものを集めて、値段を付け

ていただいて、販売まですることをしています。なぜそんなことをしているかというと、たまたま

いろいろな方からもらったものを友人が「欲しい、欲しい」と言ってくれて、無理やり取られてい

くような感じであげたのです。そうしたら、彼女がお金を「ご本人に気持ちだけ」とかと言ってく 

 

図６４ 

 

図６５ 
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れたので、失礼かなと思いなが

ら、「あれがどうしても欲しいと

言う方があって、お金を置いて

いきました」ということを言っ

たら、そのお金を渡したおばあ

さんが、「自分のものをお金を払

ってまで欲しいと言ってくれる

人がいるのだ」とすごく喜んで

くださいました。高齢者が作る

ものというのは手仕事の文化が

本当にそこに反映されているの

で、そして地域性もあります。

その方の手に渡るような形で、そんなものをたくさん集めて、時には展示即売会などもしています

（図６６）。 

 

これは寝屋川のＨさんのお雛

様で、ハマグリの中に雛様が入

っているものです（図６７）。Ｈ

さんは３回脳梗塞で倒れて、Ｈ

さんの作品が欲しいといういろ

いろな方の声があったので、彼

女はその声を息子さんから聞い

て、一生懸命また元気になって、

リハビリをしてくださいます。

もう一回このお雛様を作りたい

という思いでリハビリに励まれ

ました。でも、ここまでのもの

は作れませんでしたが、上手にまた作品を送ってくださいました。 

 

単にその方をどうお世話するかといったことではなくて、その方を必要とする他者の思いが人を

元気にするのだと、改めて実感します。 

 

 

図６６ 

 

図６７ 
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 これは京都のＫさんという男

性のわらじです（図６８）。彼は

若い方にもこのわらじづくりを

教えるのが大好きです。小さい

のは水引で作ったものです。彼

は編み方を教えたり、履き方ま

で教えてくれて、頻繁にちょっ

としたワークショップを開いて

くださって、それは若い方との

交流の場にもなっています。 

 

 

これは山形から送ってもらっ

た繭玉のブローチです（図６９）。

作品の素材は地域を反映してい

て、そんなこともいいなあと思

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

体が不自由になったときに、

ともすると我々はその方をどう

お世話するか、何を補ってあげ

るかばかりを考えがちですが、

人はお世話されて生きていくも

のではないのです。この作品の

収集はその方がその方らしく生

きていくためのちょっとした試

 

図６８ 

 

図６９ 

 

図７０ 
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みです（図７０）。 

 

これは高齢者の作品の展示即

売会などなのですが（図７１）、

真ん中で背中が丸くなっている

Ｈさんは要介護１なのです。Ｈ

さんの作ったものはすごく人気

があって、彼女も友人たちに自

慢しながら、「これを見て、見て」

と言っていらっしゃる、そんな

日です。 

 

人は不自由になったところを

お世話される。そうではなくて、

その人が地域の中で求められる

ような試み、それをあれこれで

きないかと思っている。それが

私の仕事です（図７２）。 

 

 

 

 

 

 

道具を使ってどんなふうにご自分らしく暮らしておられるか、出会った方々のことをお話させて

いただきます。 

 私が仕事を始めたころからのお付き合いがある方から、「うちのお母さん、トイレまで行けなくな

ったんです。そこでポータブルトイレを選んでほしいんですが」といった相談がありました。こん

なときに「はい、このポータブルトイレがいいですよ」などと簡単に選んではいけないのです。そ

こでお母さんの様子を知るためにお家に伺うことにしました。お母さんは加齢による筋力低下が見

られるとのことでした。 

 家に伺って驚いたのは、天井から無数の紐がぶら下がっていたことです。その紐はお母さんが寝

ているベッドまで続いていました。当時お母さんは不要になった息子さんのベッドに寝ていたんで

 

図７１ 

 

図７２ 
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す。 

 お母さんにお話を聞いてみると、天井から吊した紐につかまって、身体を起こしているとのこと。

確かにその紐の先には輪がついていました。それから紐を伝ってトイレまで行っていたそうです。

ところがひと月ほど前からトイレが間に合わなくて、困っているというのです。お母さんからお話

を伺って、お母さんは身体を起こすことに体力を使い、消耗しているのではないか。だとすれば電

動で背中が上がる介護ベッドを使えば、トイレまで行けるかもしれないと思ったのです。当時は高

齢者にはいくつか条件がありましたが、日常生活用具の給付というのがあり、介護ベッドもそのな

かにありました。それで試していただくことにしたのです。 

 電動で背中を上げると、お母さんはその後自分でトイレまで行かれました。お母さんは「これが

あれば自分でできる」ととても喜んでくださいました。このお宅は狭いのですが、ふすまに民生委

員さんの電話番号が大きく書かれていたり、財布は天井からつり下げた袋に入っていたり、様々な

工夫がありました。私も本当に参考になったことを覚えています。 

 

 もうお一人、Ｎさんのことをお話させていただきます。 

 Ｎさんとも長くお付き合いをさせていただきました。彼は学校の先生でしたが、定年で退職して

からも講演や執筆など、いろいろな仕事をされてきました。その後、多発性脳梗塞で何度も入退院

を繰り返され、私たちはその都度車いすなど、福祉用具の相談にのってきました。そしてある日、

家族から「淡路島にある家を車いすでも使えるようなものにしたい」という相談がありました。 

 聞けばＮさんはずっとこの家には行かれていないそうです。海が見える素敵な家で、Ｎさんが大

好きなところです。それならＮさんも一緒に行けないかと進めてみました。いろいろ考えられたの

ちに、「それならみんなで行きましょう」ということになり、Ｎさんご夫妻や娘さんそれに私たちも

一緒に行くことになりました。もちろんお医者さんの許可もいただきました。 

 車いすがそのまま入る車を借りてドライブの末、家に着きました。そこでＮさんはご夫妻でゆっ

くり過ごされ、翌日は、海が見えるデッキで朝食をとられました。Ｎさんはとても体調もよくて、

しっかり食事もされたのです。そしてその日、無事家に着かれました。Ｎさんが使える車いすがあ

り、部屋にはＮさんにあったベッドやポータブルトイレがありました。だからこそ、Ｎさんはこの

家で過ごすことができたのです。 

 その後、３ヶ月ほどしてＮさんは亡くなりました。訃報を聞いて私はご一緒した日のことを思い

出していました。 

 人は誰でもいつかは亡くなってしまします。だからこそ住み慣れたところで、人がその人らしく

老いて亡くなっていく、そのことを考えなければなりません。このような意味で「介護」を捉えか

えすなら、失いかけている地域の共同性を取り戻すことが必要だし、「老い」や「介護」はそのきっ
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かけになるのではないかと期待さえしています。 

 自分の仕事の報告になって恐縮ですが、「介護」というものをいわゆる稼ぎの仕事ばかりにはせず、

広い意味で地域に戻していけたらいいと思っています。 

 雑ぱくな話になってしまって、申し訳ありません。これで話を終えたいと思います。どうも有難

うございました。 

 

（内山） ありがとうございました。何となく報告を聞いていて、特に討論しないでもいいのでは

ないかなという気がしてしまいました。最後に浜田さんからあったように、私たちは生きる形とい

うのをひょっとすると見失っているかもしれない。スケジュールをこなすとか、そういうことばか

り毎日やっていて、生きる形を持たなくなってしまったというか、そんな時代かなという気も少し

いたしました。 

 最初の方であった大熊さんの話ともつながってきますが、自然とともに生きていく形というのも

私たちは失ってしまったし、また、生きる形を作っていこうとすると、どういう仕事の仕方が必要

なのかとか、そういうのも見失ってきたような気もいたします。そんなことを感じながらもですが、

せっかく今日は富山でこれが開催されておりますので、この富山という地域を考えたときに、西頭

さんから富山が持っている標高差 4000ｍという世界の中に、これも私たちの生きる形といいますか、

どういうふうに作っているのかという問題提起もあったような気がいたします。 

 多分これから私たちは忘れていたものを少しずつ取り戻していかないといけない時代になってき

ていて、それは先ほどの生きる形というものもちょっと忘れかけていたので、もう一度つかみ直し

てみようということだと思うのですけれども、自然とともに生きる形も取り戻さなければいけない

し、それから、歴史、文化、地域、そういうものと生きていく形というのでしょうか、そういうも

のを少しずつこれから取り戻していかないと、私たちはだんだんだんだん追い詰められていくばか

りという感じがしてしまいます。 

 ついこの間まで日本で最も景気の良かった地域というと、愛知県が必ず紹介され、確かに有効求

人倍率とか、そういう数字を見ますと素晴らしく高かったのです。ただし、あまりにもトヨタ１社

におんぶしてしまったといいますか、今ちょっとトヨタがこれまでのようにいかないというか、そ

んな感じが出てきただけで、この間に各種の数字が劇的に落っこちてしまった。こういうのを見て

いても、企業城下町的な地域ならどこでもそうですが、生きる形をひょっとすると見失っていたので

はないか。数字を上げる形は確かに作っていた。その数字は景気がいいといわれたような数字を上

げていた。ところが、その数字がちょっと上がらなくなった瞬間に、生きる形を失った地域に移っ

てしまったという場所が各地に生まれてきているように感じます。 

 ですので、はじめに４人の方に話を聞いて、ほかの方の話を聞いての感想とか、あるいは付け加
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える意見とかいうことを含めまして、ここに絞りまして、私たちがこれからの生きる形をつくって

いく場合に一体何を回復していかなければいけないのかということを念頭に置きながら、ちょっと

感想などがありましたら大熊さんから頂けるでしょうか。 

 

（大熊） 浜田さんのお話を聞いて、私の母が今 93 歳です。それをずっと考えていて、どうしよう

かなと思って、今は施設に入っているのですが、やはりみんなで生きる形をつくってあげていない

のだなと反省しながら聞いていまして、しゃべりようがないね。だから（笑）。 

 先ほど言いそびれたことで、実際に昔川で子どもが死んでいるのです。フェンスを外すというと

きに、「危ないから駄目だ」という亡くなったお姉さんがもう 50 歳は過ぎていると思いますけれど

も、フェンスを外すことに反対されたそうです。今の行政だと命が危ないと言われると手も足も出

ないということですね。しかし、よく考えたら、川より道路の方がもっと危険ではないか？道路を

歩いていて、自動車が飛び込んで子どもが死んだなんて幾らでもあるという中で、道路に対しては

みんな許容しているのです。そういうことを、川に対しては絶対に許容しない。だから、先ほどの

新しい住宅ができたところはフェンスを作れと言ってくるのです。 

 だけど、フェンスを作ってしまうと子どもたちが楽しく遊べないではないかということです。そ

こで、命というのを本当にどう考えたらいいのかということで、先ほど内山さんが命が見えなくな

ってきているということを言われたわけです。一方で見えなくなっていて、ものすごく命に過剰反

応するといったことになってきているのかな。その辺は私はどうもうまく答えがないのです。 

 われわれがフェンスを取り外すときには、道路も一応交通ルールがあって、横断歩道を渡るとき

は手を挙げて渡りなさいなどと小学校できちっと教えているわけです。だから、川に関しても三つ

ぐらいでいいからルールを作って、その三つを守ることでフェンスを取ろうということで、それが

実現できました。三つといったって簡単なのです。一人で近くに行かないとか、杭が打ってあって、

杭から先は深いから、そこに行かないと。それから、もう一つは雨が降ったら近づかないと、これ

ぐらいの三つのことですけれども、三つぐらいのルールを作って、何とかフェンスを外すところに

はこぎ着けたのです。 

 命というのをどう考えていったらいいのかということで、それをちょっと感想として先ほど言い

わすれたものですから話させてもらいました。 

 

（鬼頭） 今フェンスの話があったので、今まで結構そういう危険性があったり、それこそ洪水の

話もそうだと思うのですけれども、そういうものがないことをずっと求めてきたわけです。それは

もちろん安全性を確保するということで大事なことだったのだけれども、それをあまりにも過度に

やりすぎたということもあるし、私の先ほどの言い方をすれば、そういう形で人間の思いどおりに
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すべて管理し切れると思ってやってきたことがそういうようなことにつながったと思うのです。 

 だから、これからの時代というのは、これは管理し切れないというか、そもそも全部不確実性、

不完全性の中で私たちは生きていけないということは、むしろそういう多少のリスクというか、今

まですべて全く分からない、全くそういうリスクを負わないという話ではなくて、いい形でリスク

をみんなで分かち合いながらうまくやっていくようなことを考えていかないと、結局、駄目なのか

なという感じがします。 

 浜田さんの話を聞いてみても、自然に対するのと非常に共通性があって、介護する側とか、そち

ら側から便利なような形で考えてしまうのだけれども、結局は人間の非常に自然な生き方とか、人

間が人間らしく生きるということをきちんと支えるようなものになっていないわけです。ですから、

どこにでも普遍的に何でも通用するとかということではなくて、現場、現場の中でうまくやり切っ

ていくようなことを考えていかないといけないのかな、そういうところに仕事というのはあるのか

なと思いながら聞いていました。 

 

（西頭） 先ほど浜田さんのお話を聞いて、介護を全然知らない人に来られると、嫌だろうなと思

いながら聞いていました。 

 地域の中で生きることをみんな見失っているというのは確かにそうなのですが、ちょっと卑近に

なって恐縮ですが、富山市にきんたろう倶楽部というボランティア組織があります。私は会長をや

っているのですが、日頃あまり活動に参加できませんでしたが、この間、11 月末に初めて実際の作

業を行いました。皆さんもご存じの山田村で植林をやったのです。 

 これに参加してびっくりしたのは、私自身は昭和 20 年代には薪なんかないから、近くの里山に入

り薪づくりをいたしました。それを思い出したのと同時に、そのとき参加していた某商社の人が私

と一緒に仕事をしていたのですが、すぐ疲れて座り込んでいるのです。私は昔の経験を思い出して、

スコップを使っていたのですが、私より若い 40 代ぐらいの人がへたばっているのです。硬い土にス

コップを何回も打ち込み、一人で 10 本ぐらい植えろということなのですが、その方は２本も植えた

らへとへとになっていたので、「疲れたでしょう」と言うと、「疲れた。しかし、こうやってみんな

と一緒にやっていると楽しい」と答えられた。昼飯になったらその人はたくさん食べていました（笑）。 

 私が一番言いたいのは、昔、当然あった地域とのつながりの中で共同作業をしていたことが全く

なくなってしまったという現状です。私はたまたま参加して、それを実感しました。そういうもの

を介護だけではなくて、いろいろなところで回復しなければならないと思います。 

 

（浜田） 先ほど老いなどを中心にもう一度地域の共同性を再構築できたらと言いましたが、その

ためにはいろいろなことが必要です。10 年ほど前にできた京都の家なんかは公団住宅でもマンショ
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ンでも、門扉まで付いて、人を寄せ付けないような家づくりなのですね。そうではなくて、人が入

りやすいような、人がお互いに行き来しやすいような家はどうあるべきかとか、地域にこんな場所

があったらいいとか、そんな意味で具体的にあれこれ仕掛けも考えながら、できたら経済もそこで

動いていくような仕組み、そして、今だったら人が亡くなるのは施設か病院が圧倒的に多い中で、

死をちゃんと自分たちのものに取り戻せるような仕掛けが地域の中で必要です。 

 地域は元気な人だけのものになっているのが非常に不満で、誰もが老いて、誰もが確実に亡くな

る中で、しかし死ぬことさえ見えなくなっている地域をもう一度変えていくこと、それから、お金

のこともそこで動くようなことを考えていく。子どもは親のかすがいと言われますが、老いとか障

害が地域のかすがいになるような形で何かができたらいいなということを思っています。 

 

（内山） ありがとうございました。以前、僕がフランスのピレネーの山村で釣りをしていて、僕

はあそこは釣り場として好きなのです。その村では、子どもたちが学校が終わるとわあっと遊んで

いるのです。兄弟がたくさんいる。小さい村ですから、子どもたちは全部で 20 人ぐらいですが、恐

らく 10 軒ぐらいの子どもたちです。だから、二人ずつぐらいが兄弟になっているという感じです。 

 みんなしてわあっと遊ぶのだけれども、いつも兄弟が手をつないでいるのです。そうすると、も

のすごく不便です。というのは、例えばお兄さんとかお姉さんが小学校５年生として、その下の子

どもはまだ５歳とか、あるいは小学校１年生で体力差がものすごくあるわけです。それを手をつな

いでしまうから、走っても当然ながらスピードがまるっきり違うのです。そうすると、お兄さんと

かお姉さんの方は下の子どもにスピードを合わせないといけないし、サッカーなんかをやって遊ん

でいるのですが、サッカーをやっているときも手をつないでサッカーをやっているのです。

だから、ものすごく不便というか、大変なわけです。その子どもに「君たち、いつも仲良しなのだ

ね」と言ったら、「これは僕の仕事ですから」と上の子が言っていた。つまり、「弟とか妹の面倒を

みるのは僕の仕事です。だから、当たり前です」みたいなことを言っているのです。 

 あるとき、夕方に釣りに行こうとしたら、ホテルの前にまさにその兄弟が立っている。「一緒に釣

りに行ってもいい？」と言うから、「ああ、いいよ」と。６月ごろかな、なかなか日が沈まないので

す。向こうは夜の 11 時半ぐらいまで釣りができる。そうしたら、なかなか帰らない。一緒に手を

つないで二人してやってきて、８時ぐらいになってきて、「そろそろ帰らないと家の人が心配しな

い？」と聞くと、「今日は手をつないでいる仕事は残っていますけれども、ほかの仕事は終えてきて

いるから、今は僕の時間だから大丈夫です」とかえらい生意気な子なのです。「仕事って何」と言っ

たら、ニワトリの餌をあげるというのが仕事らしくて、学校から帰ってきて、ニワトリの餌をあげ

ているから、もう仕事のオフタイムだから私の自由ですと。 

 片側で手をつなぎながら、片手で釣りをやっているからなかなか釣れないのです。でも、最後ま
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でそういう調子でずっとやっていて、「僕の仕事ですから」と。みんなそんな感じなのですね。あれ

を見ていてつくづく思ったのは、日本の子どもたちというのは役立たずになったのだなということ

です。それは子どもが役立たずになったのではなくて、役割を与えなくなった。あるいは役割が勉

強だけになっている。それに対してピレネーの子どもたち、ちょっと仕事を与えられたことによっ

て胸を張って遊んでいる。だけど、その遊びの中でもこれは仕事ですからということで弟とか妹の

面倒をみている。ここに本当に命を結び合いながら生きているというのが基本にあるななんていう

気がいたしました。 

 そういう情景もちょっと私たちは忘れてきて、それから、同時に人が集まっているときでも、先

ほど西頭さんがおっしゃっていたけれども、私たちの身体性みたいなもの、体みたいなものを介し

て共同的なものを作っているととても強い。村の結（ゆい）はみんなそうで、みんなして体を持ち

寄って共同の仕事をしている。ところが、頭だけ持ち寄ってグループを作るとたちまち破綻してく

る。うまくいっているときはいいのですが、問題が起きるとすぐに駄目になっていく。ここら辺に

も何かあるなという気はいたします。 

 もう一つ感じていることは、この間にうちの来年３月卒業予定の大学院の学生が、ちょっと寂し

くなっていて、「４月が過ぎたら、私はどうしているかな」みたいな感じのことを言っていたので、

「心配は要らない。間違いなく息はしている」と言ったらば、「それだけですか」と返ってきました。 

 息をしていることの持っている深さを僕らは忘れてしまっていて、別に息をしていることをあり

がたいと思えと言っているわけではないのです。本当に息をしながら生きているという世界の持っ

ている深さを忘れてしまっていて、特別な計画を作って、その計画に向かって邁進しているみたい

なものがいいことで、息をしているだけでは、ということになってしまった。息をしているという

言葉は息だけではなくて、結局、息をしていられるということは、そこにいろいろなことが絡まっ

ているわけですから、そこの持っている深さみたいなものも忘れてきたような気がして、私たちは

ある意味で生き方そのもののリハビリを必要としているという時期に来ているような気がしていま

す。 

 追加的にご発言のある方はいらっしゃいますか。 

 

（大熊） 先ほど阿賀野川の埋もれた木が東本願寺に行っているという話がありました。新潟に木

揚場（きあげば）教会というのがあるのです。それは浄土真宗の教会なのですね。教会と付いてい

るからはじめは何なのかなと思っていたら、浄土真宗のお寺なのですね。言ってみれば。ただ、坊

さんがいないのです。そこで木を集めて、東本願寺に送った拠点だったのですね。その話を聞いて、

「ああ、そういうことだったのか」とつながって大変良かったなと思って、皆さんには関係ないか

もしれないけれども、私だけ一人面白かったということで感じました。 
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（鬼頭） 役割ということなのかどうか分からないのですけれども、先週私は、仙台の隣町に川崎

町というのがあるのですが、そこに行ったのです。最近まきストーブが結構どこでもはやっている

のですが、まきストーブをやるためにはまきを取っておかなければならないのです。川崎町の山林

が荒れているというか、そんなふうになっているので、それを管理しながらやろうという形で、み

んなで黙々と作業する会で面白いのですが、それで行ってきたのです。 

 そのときに仙台のホームレスの人たちを支援するグループと連携していて、そのホームレスの人

たちはなかなか仕事がなかったりするのですが、それこそ普通にもらったりというよりは何か仕事

をしたいということがあるので、多少山でそういうようなことができる人たちを集めていったので

す。地域の人たちはホームレスの人が来るということで、最初は非常に嫌がったというか、そうい

うのはやめた方がいいのではないかという感じだったのです。いったん来てやったら、すごくみん

なきちんとしてというと変なのですが、当たり前ですけれども、黙々と仕事をして、もちろん食事

をみんなで出して、何がしかのお金を少し差し上げてという感じだったのです。それでも大歓迎と

いう感じだったのです。 

 今はそれこそ本当に仕事がなくてという感じなのだけれども、むしろ仙台みたいな大都市だと仕

事がないのです。でも、実際に川崎町とか郊外になってくると山の管理ができなくてという話です。

今は、だから、そういう山の管理をして、そういうものを地域貨幣で回してうまくやれないか。今

までだとそういう山の管理をするというのはボランティアみたいな感じなので、ボランティアだと

うまく続かなかったりするけれども、みんなまきストーブを持っていて、自分のまきを取らないと

いけないので、ほとんど自分のまきを取るために行くという感じで、今までボランティアで山を管

理するのと違うような形で展開していて、これは面白い形になるかなと思って帰りました。 

 今、役割という話もあったし、仕事とか、まさに大都市と郊外の方というか、地方の都市の中の

働きということを考えると、結構興味深い事例だなと思いながらお二人の話を聞いていました。 

 

（大熊）今、まきストーブの話が出て、実は私のところもまきストーブなのです。われわれがＮＰ

Ｏで川沿いに勝手に植えた木があるのです。法律違反なのですが、勝手に植えた木が大きく育って、

役所からあの木をちゃんと管理しろと言われまして、みんなで木を切りまして、その切った木をわ

が家に持ってきたのです。それをまきにするのですが、内山さんはよく知っていると思いますけど、

まきを作るのというのは簡単ではないのです。結構労働で大変なのです。切ったり、割ったりして

燃えるようにするというのは相当な労力がいるのですけれども、やってみるとすごく充実感があり

ます。だから、石油ストーブでボタン一つでばっとつくのは本当に便利でいいのだけれども、充実

感がないのです。 
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 私はまだそれほど肉体が強固ではないのですけれども、内山さんの裸をまだ見たことないのだけ

ど、多分あれを脱ぐと、肩の辺は筋肉隆々としていると思うのです。だから、自然の中で何とか共

生しようとしていると、本人自身も肉体が強くなり、周辺の人とも仲良くなっていくということだ

ろうと思うのです。 

 私の場合もまきストーブにしたおかげで、私はまだ一回もまきを買っていないのですが、勝手に

まきが運ばれてきて、私はそれを加工するだけなのですね。だから、そういう輪ができてくるとい

うことでは面白いのかなと思っています。 

 

（西頭） 皆さんがおっしゃるから、私も一言。高度差 4000 は資源が循環しているということです

が、もうちょっと別な言葉で言いますと、平面的には、いろいろなところと連携し合っているとい

うことです。 

 例えばこういう話がありました。砺波市の人から聞いたのですが、先ほど鬼頭先生からきれいな

水田の中の屋敷森の話がでましたが、最近空き家が出だしているようですね。非常にもったいない、

何とかあそこを活用したいとおっしゃるので、私は、ヨーロッパの人でも、どこの人でもいいので

すが、安く利用できたら、１、２ヶ月間滞在する人が出てきますよと言いました。これからは当た

り前のような所が一番人気がでるのです。しかし、トイレと風呂と台所だけは清潔にしなければな

らないと付け加えました。これは一つの事例です。 

 私は様々な連携をするときの一つのポイントは、コストをかけないことだと思います。例えば、

これまでは交流人口を増やすために、道路を造りホテルを造る。そうではなくて、今のまま横との

連携をうまくやって、例えばご飯を炊くのなら、山の近くの人が薪を供給するとか、そういう助け

合いによってコストをあまりかけない。そうすると、来る人も安くあがりますからリピーターにな

る。結局、交流人口を高めることになる。 

 もう一点、この間旅館組合の人に聞いたことについてお話します。大学の話で恐縮なのですが、

富山市で学会を開くと、大きい学会になりますと 3000～4000 人が来県するのです。ところが、富山

には宿泊のキャパシティーがないのです。ですから、富山市でホテルがいっぱいになると、金沢市

に行くという形になるわけです。ああいう場合にもっとうまくリレーションを持てばいいと思う。

ところが、例えばＡという組合はＢという隣の組合とは連携していないのですね。 

 湯布院が成功したのは、この温泉に来たい人には、私のところはいっぱいですが、他を紹介しま

しょうという形でどんどんお客を呼び込んだ。富山のホテルでは一つの町の中で交流をやっている

のかどうか分かりませんが、ある人は、そんなことは全然やっていません、いっぱいになったら断

りますと言う。「隣の町の旅館を紹介したら」と言ったら、「いや、そんなことはやっていません」

と。 
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 まず、この辺から変えなければいけない。これも横のつながりです。高度差 4000 の目指すのは、

横のつながりの強化です。そういう意味で発想の転換という、「地域で生きる」と先ほど浜田さんが

おっしゃったようなことを真剣に考える段階に来ていると思います。 

 

（浜田） そう思いながら現状は本当に家族自身の関係が厳しくなってきていて、これは社会学の

春日キスヨ先生に聞いたのですけれども、今は一人暮らしよりも二人暮らしで、息子と介護が必要

な親の二人暮らしが一番危険だそうです。どういうことかというと、息子が例えば失業し、仕事が

なくなって、親に寄生して、親の年金で食べて、介護は一切しない。でも、親一人だったらいろい

ろな制度的な支援ができるけれども、息子がいるからと思って誰もご近所がのぞかないような感じ

で生活の中が見えない。そのため例えば息子は２階で暮らしていているのに、１階で死んでいる親

が１週間後に発見されたなど、なまじ家族がいる方が怖いなんていう話を聞くと、本当にその家を

どうやって開くのだという気がするぐらいです。 

 多分さまざまな根深いものがあって、結局は稼ぎがその人を表現するような時代の中で生きてく

る中で、稼ぎを失った息子なり、その人自身が何重にも打ちひしがれてしまっていて、それは個人

だけの問題ではなくて、やはり社会全体の問題で、貧困とかというのは本当に大きな問題を引き起

こしているのだと思います。 

 そんな中で西頭先生のコストをかけないというのも、西陣にはものすごい技能が蓄積されていて、

大体中学を出て、ずっと数十年かけていろいろな織りの技術とか、例えば爪で綴れを織るというこ

とができたりする方々がいらっしゃいますが、それが自分の身を支えない西陣の中で高齢者たちも

何重にも屈折しています。本当にその人がそんなことができる人ということさえ誰も評価してくれ

ないような生き方をしている中で、もう一度その方々が持っている技能をきちんと地域で生かすこ

と。また、小さな家族で閉じている方々をもう一度どこかでばらばらにしながらまた地域に開き一

緒に再構築していくとか、とても大変な道のりではあるのですけれども、そのことを考えないとい

けない時代なのだろうという気がしています。 

 

（内山）ありがとうございました。これからのいろいろなことを考えていくと、最初に大熊さんが

おっしゃったことですが、例えば河川でもプロの技術者だけが暴走していくといろいろな問題が起

こってしまう。アマチュアといっても、実はかつて河川とかかわってきた地域の人たちというのは

完全なアマチュアではなくて、地域のプロなわけです。その人たちと結んで初めて本当の仕事がで

きる。だから、一つはプロの仕事とは何か。いわゆる今プロというと、例えばこの間の国際金融で

債券を売りまくっていた人たちはまさにプロのはずなのですが、その結果は見事に今日の事態にな

っている。そうではなくて、地域とともに生きた人たちもプロ、この人たちの仕事は何だったのか
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を、みつめ直さないといけない。 

 もう一つは、アマチュアの仕事もあって、そことどう結ぶかとか、いろいろな課題があるような

気がするのです。先ほど茅場の話がありましたけれども、群馬県には白川郷のような場所はないの

ですが、茅葺きの家がまだ残っていて、その中には文化財になっているものもありますので、茅は

欲しいのです。水上温泉の谷川岳の近くの、その奥の藤原という長く茅場を作ってきた地域があり

ます。ところが、その茅場の維持が難しくなってきました。放置しておくと茅場は森に戻っていき

ます。一面では森に戻るのもいいのかもしれません。ただ、歴史的にずっと茅場として維持されて

きた所ですので、何とかこの茅場を維持していきたいということで、首都圏のボランティアグルー

プがそこを、茅場として使うということで地域と協定を結び活動をしています。 

 このボランティアグループがなぜ活動を維持できてきたのかといいますと、ボランティアグルー

プが刈った茅を群馬県内の建設業者ですけれども、古い建物の技術を持っている一業者が全量を無

条件で買い取るという約束をしているからなのです。刈った茅を道端に積み上げておけば、トラッ

クで来て持っていきます。後で料金を払います。ただし、その料金は相場よりははるかに安いので

すが、そのために活動が続いています。素人が刈ったものですから、その後でちょっと縛り直しと

か、いろいろあることもあります。だから、少し値段が安いのです。 

 ここでは建設業者さんがいて、ボランティアグループに加わっている人は首都圏全域から来てい

るのですが、それと協力する地元があって、その三つがうまく連携して茅場の維持をしている。で

すので、ボランティア的な活動もそうですけれども、どこかにプロが介在してくるときちっとした

ことができてくる。また、ここの場合にはボランティアグループにも若干の収入があるということ

になってくるので、都合がいい。 

 こんなことを言っているうちに時間がだんだんなくなってきてしまいました。私たちが今まで了

解していた、経済とはこういうものだ、労働とはこういうものだ、仕事とはこういうものだという

ものをもう一度根本から問い直していかなければならない時代を迎えているように思います。もち

ろん今日のような急激な変動が起るとその変動に対応できない人たちを大量に作りますので、そこ

では対応できるための時間稼ぎや対策は絶対に必要です。契約社員でいた人が今月いっぱいで住む

所を退去しなさいみたいことが頻繁に起きていますが、これでは対応できない人々が生まれてしま

いますから、当然住む場所をどうするかとか、いろいろなことをやっていかなければいけない。 

 その一方で考えなければいけないのは、私たちは本当はどうやって生きていったらいいのか、ど

ういうふうに仕事をしていったらいいのか。そのときにポイントになってくることはどういう結び

つきの中で仕事を作るかだろうという気がしています。それは自然との結びつきもあるし、地域と

の結びつきもあるし、文化とか歴史との結びつきもあるし、いろいろな結びつきの中でどういう自

分たちの仕事を作り直すか。身に余るぐらい重い課題なのですが、その課題に対して答えを見つけ
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出そうという覚悟をしていかないと乗り切れない時代が近づいているような気がしています。 

 これでこのパネルディスカッションを閉じたいと思います。どうも、長い時間ありがとうござい

ました。 

 

 

サプライズ企画 

最後に、「“うさぎ追いしかの山”、つまり「故郷」を大切に想う気持ちがすべての出発点」という

趣旨のもと、特別企画に出演された内山太一氏指導・内山節子氏伴奏により、ステージと観客席が

一体となって、唱歌『故郷』（高野辰之作詞・岡野貞一作曲（大正三年））を合唱した。 

 

（完） 
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